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第１０回総務文教常任委員会会議録 

 

１ 開会日時 平成25年11月20日（水）午前10時０分 

２ 閉会日時 平成25年11月20日（水）午後２時17分 

３ 会議場所 議会委員会室 

４ 出席委員        

       １番 佐々木雄司君   ２番 光成 良充君   ３番 澤   健君 

      １０番 松田  勲君  １１番 北川 勝義君  １６番 下山 哲司君 

      １８番 小田百合子君 

５ 欠席委員 

      な  し 

６ 説明のために出席した者 

      市    長  友實 武則君      副  市  長  内田 慶史君 

      教  育  長  永島 英夫君      財 務 部 長  石原  亨君 

      教 育 次 長  宮岡 秀樹君              田中 富夫君 

      赤坂支所 長  森   章君              山田 長俊君 

      吉井支所 長  楢原 哲哉君              木庭 正宏君 

      秘書企画課長  近藤 常彦君      総 務 課 長  岡本 衛典君 

      くらし安全課長  水原 昌彦君      財 政 課 長  直原  平君 

      管 財 課 長  末本 勝則君      税 務 課 長  藤原 義昭君 

      収納対策課長  友谷 幸栄君      教育総務課長  奥田 智明君 

      学校教育課長  坪井 秀樹君      社会教育課長  正好 尚昭君 

              国定 信之君              小竹森美宏君 

      都市計画課長  塩見  誠君 

７ 事務局職員出席者 

      議会事務局長  富山 義昭君      主    任  大饗  剛君 

８ 協議事項 １）事業の進捗状況について 

       ２）その他 

９ 議事内容 別紙のとおり        

 

消 防 本 部 
消  防  長 

スポーツ振興 
課    長 

熊山支所長兹 
赤磐市民病院事務長 

消 防 本 部 
消防総務課長 

建設事業部長兹 
建 設 課 長 
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              午前10時０分 開会 

○委員長（北川勝義君） 皆さんおはようございます。 

 ただいまから第10回の総務文教常任委員会を開会いたします。 

 開会に先立ち、友實市長のほうから御挨拶をお願いします。 

○市長（友實武則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、友實市長。 

○市長（友實武則君） 皆さんおはようございます。 

 本日は、第10回総務文教常任委員会の開催をいただきありがとうございます。御多忙にもか

かわらず御出席いただきましてありがとうございます。 

 本日の協議事項といたしましては、各部局の事業の進捗状況及びその他の案件となっている

ところでございます。慎重なる御審議をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。どうもありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 それでは、これから協議事項に入らせていただきたいと思います。 

 その前に、私のほうから１つお願いしておきます。 

 先ほど下のほうで建設事業部長と会いまして、きょうのことを、何か皆さんももう知っとる

かもしれませんが、太陽光発電の学校へ設置ということでちょっと説明を受けるということに

なっとったんですが、何かようわけわからんこと言って、きょうしませんとかというんで、

我々の関係の学校教育施設のとこで担当部局なので、当然やっていただかにゃおえんと思う。

どうなる、やるやらんは別として、担当部局は産業のほうでしょうけど、ここで説明をいただ

きたいと思っとりますので執行部のほうにお願いしますので、時間をこの一番最後のとこで結

構ですから、そのとき説明願いたいと思いますので、その準備だけ、担当がおらなくならない

ようにしとってください。お願いします。 

 市長、よろしいな、それ。 

○市長（友實武則君） じゃあ、手配いたします。 

○委員長（北川勝義君） それでは、協議事項の事業の進捗状況について入らせていただきた

いと思います。 

○副市長（内田慶史君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、内田副市長。 

○副市長（内田慶史君） それでは、協議に入る前に、御報告を１件させていただきます。 

 本日９時ごろ、市役所２階の秘書企画の窓口で、市民の方が職員に暴言、暴力を振るう事件

がございました。被害者は池本総務部長でございまして、警察の事情聴取のために池本部長に

おきましては本委員会を欠席でございますので、御了承を賜りたいというふうに思います。 

 また、その目撃証人といたしまして近藤秘書企画課長が中途退席となりますので、あわせま
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して御了承を賜りたいというふうに思います。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ありがとうございました。 

 皆さん、そういうことで御了承願いたいと思います。 

 協議事項に入る前に、ここで委員会を暫時休憩させていただきまして、協議会を開催させて

いただきたいと思います。 

              午前10時３分 休憩 

              午前10時10分 再開 

○委員長（北川勝義君） それでは、第10回総務文教委員会を再開します。 

 それでは、３の協議事項、１の事業の進捗状況について説明を願いたいと思います。 

 秘書企画から総務課、くらし安全課、それから財政部のほうから財政課、税務課、それから

教育委員会。それから、消防はねえん。ないん。ねえなら来んでもえんじゃねんか。 

という順番で、消防も何かありましたら、その順番でやらせて、皆さんお願いするのは一

括で説明を受けて、それから質問をさせていただきたいと思うんですけど、どうでしょうか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 近藤さんの場合の質問が、近藤さんはどこにあるんかな、説明が。 

○副委員長（松田 勲君） 先にやってもらやあ……。 

○委員長（北川勝義君） 秘書企画んとこだけかな。ほな、秘書企画だけ皆さんやらせていた

だいて、近藤さんも行かにゃいけんのんで、それでやらせていただいてよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほな、そういうことにします。 

 近藤さん、秘書企画のほうだけ、ちょっと。 

 はい、近藤課長。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 委員長。 

 それでは、12月に上程させていただきたい一般会計の補正予算について御説明申し上げま

す。 

 まず、新たに赤磐市がんばる地域応援事業補助金、これが160万円の追加をさせていただき

たいと思います。この内訳としましては、県の補助金が、160万円の３分の２が県の補助金と

して対象になります。内容としましては、まちづくり夢百笑運営協議会の車両購入等の補助金

でございます。 

 それからもう一点、住宅都市統計調査費で、需用費の消耗品費に26万5,000円追加をさせて

いただきたいと思います。これは、県の委託金が追加交付が26万5,000円ございましたので、

それに合わせて26万5,000円の追加補正でございます。 

 バスは、次でよろしいですかね。 



- 4 - 

○委員長（北川勝義君） バスもして。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） それから、赤磐市がんばる地域応援事業補助金のちょっと内

容でございますけど、総務部の資料の１ページをごらんいただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） バス、何々。バスは行かんのん。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） バスまで行ってもいいですか。 

○委員長（北川勝義君） うん、バスも。バスは、誰か担当がおる。上がれる、担当が。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） バスは、いえ、バスダイヤ等の改正、25年９月１日による利

用者の推移についてということで、先般の当委員会で25年10月との比較と、それから24年、昨

年の10月の比較を出してくださいとの御要望でしたので……。 

○委員長（北川勝義君） これ、ええやんな、これで。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 25年10月につきましては、全体で2,249人乗っとりますけ

ど、広域路線バスについては25年４月から８月の平均との比較しかできませんので、269人の

増となっております。１便は325人に対しまして94人の増、それから第１便、新道穂崎から仁

堀下までは129人乗車されております。 

 それから次に、赤坂地域の市民バス……。 

○委員長（北川勝義君） 近藤課長、課長、上のだけやってくれて、ここはみんな見させても

ろて、課長、その担当、課長の下がおられよう。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 担当がおるでしょう。担当にもし質問があったら上がってくれとい

うことにさせてもらおうと思うんで。上だけちょっと説明して、行ってください。待たしたら

おえんじゃろ。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 上というのは……。 

○委員長（北川勝義君） 補正の、もう一遍、まちづくりの、それと統計。これで終わり、も

う。終わり。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 補正予算の関係で……。 

○委員長（北川勝義君） もう終わり。 

○副委員長（松田 勲君） 説明、まだあるん。 

○委員長（北川勝義君） まだあるじゃろ。終わり。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 夢百笑の、ちょっと内容だけを……。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと説明してください。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 夢百笑の補助金でございますけど、これは仁堀地区の買い物

助け合い事業でございまして、事業の目的についてはそこに書いているとおりでございます

が、事業内容としましては買い物機能を確保、維持するためのミニ店舗を開設し、日用品、食

料品等を提供。それから２番目に、御用聞きを行い、日用品、食料品等の宅配サービスを実
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施。それから３番目としまして、スピーカーつきの車両を購入し、広報活動、配達等の際の高

齢者の見守りや安否確認を行う。４番目としましては、出荷、販売を原則とした販路拡大、５

番目としまして新鮮農産物及び加工品の継続的供給、６番目としまして地域住民の交流の場の

提供、それから７番目としまして会報誌等を活用したＰＲ活動と住民の元気づくりということ

で、補助金としましては、補助事業の内容としましては宅配サービスで、これは軽トラックの

購入費と、それからその移動用の車両の加工費等の費用でございます、これが152万2,000円。

それから、広報活動、広報用のチラシ、または会報誌等を作成する費用が７万8,000円、合わ

せて事業費は160万円でございます。 

 その補助金の財源内訳としましては、赤磐市からは３分の３、10分の10の補助金を出しま

す。その補助金の３分の２につきましては、県のほうからがんばる地域応援事業補助金としま

して106万6,000円、それから一般財源が３分の１で53万4,000円で160万円となります。補助内

容は、先ほど申しました宅配用の車両１台、これは広報用のスピーカーつきのものでございま

す。それから、広報用のチラシまたは会報誌作成費用に対して補助をするもんでございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 秘書企画からの説明が終わりました。 

 赤磐市がんばる地域応援事業補助金についての質問はありませんか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 非常に、私まだ夢百笑見てないんで、ぜひ見たいと思ってますし、非

常に頑張ってらっしゃると思ってるんですけど、これは大体運営協議会自身のほうは、負担と

いうのは、例えば車両を買うに当たってはどのくらいとかっていう感じでなってるんでしょう

かね。または、全体の事業費の中で何％みたいな感じなんでもいいんですけど、要するに自分

たちはどんなに出すとかっていうのはあるんでしょうかね。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、近藤課長。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） この事業につきましては、初期の投資費用が全部補助対象と

なります、経費につきましても。ですから、例えば普通だったら自動車取得税とか自動車税と

か重量税とか、そういう法定費用、リサイクル料金等も、本来ならば地元負担になるのが本来

多いんですけど、今回この初期の費用は全額対象となります。赤磐市が補助した金額の３分の

２が県からの補助金ということになりますので、地元負担金は、これはとりあえず要りません

けど、これに伴う車の任期保険とか、これからのランニング費用等につきましては地元の負担

となります。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員、よろしいか。 
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○委員（澤  健君） ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

 ちょっと僕わからんかもしれんけん言ったら、この夢百笑というのは、ここへ書いてる、事

業目的を書いとると思うんですが、ちょっと書き方が違うんで、補助をもらうためにこういう

書き方をしたんかもしれんですけど、ＪＡ直売所も閉店するなどというんだけど、ＪＡ直売所

はやるということで細々とやっとったんです。しかし、なかなか運営自体がうめえこといって

ないと、うまいこといってない。 

 それから、やっとる人が、お日様西々という言葉は悪いけど、消費者のニーズに合ってない

というようにいろいろありまして、だったらこの仁堀東地区が中心となって、やっぱり仁堀中

とか西も入るというんですが、特に仁堀東が中心になって、ここでひとつ直売所をやろうじゃ

ないかという、自分らで青空市というのをやるということで、場所はちょっと違うとって、モ

リマシナリーの入り口の辺でやろうということやったんですけど、せっかくでやるんじゃった

ら、農協と一緒になって農協の場所を借ってお金をかけずにやるべきじゃないかということ

で、原則原資としては地元の方が出資金を集めて地元で１口５万円とか10万円集めてやられ

て、中の改造も、農協でできることは農協のを借ってエアコンとかつけていただきましたが、

中のほうの改造は、下水とかというのは、水道とかはやりました。 

 それ以外のことにつきましては、皆その会費の中で動いてきて、現在いろいろな設備をして

おりますが赤字というんが現状の状態で、今までも車もめいめいの車で配達とか御用聞きし

て、車両も保険がないといういろいろなことで我々もお願いしたり、そして県にも言ってくれ

たり、それからもちろん市のほうの執行部、友實市長も見られて、こういうことは事業推進し

ていくべきじゃないかということで、たまたまここで補助金の対象になったということでやら

せていただいた。決してかばう、下山さんもよう吉井じゃけえ知っとられる、地元が補助金

を、何か本来地元負担というのが要るんじゃけどそこが出てねえという、何か今そういうなん

も澤委員も言われた、僕もちょっと思うたんですけど、全体的な流れでいったらそういうこと

があったんで、これもう尐し執行部もよう説明してくれときゃこうなっとるいうのがわかるん

じゃけど、普通でいうたら補助金なしで100％でやったような感じに見れるんで、それ以外の

とこへなっておりますので、それだけちょっと今了承してください。 

 それで、これがこの総務文教委員会なんで、ぜひ総務文教委員の方は一遍やるときとか見ら

れて、見てください。割になかなか一生懸命やられとると思うんで。それで、日当とかは今ん

とこ、出とられる方の日当は出ておりません。無報酬で、もう５人かぐらい出とる、皆毎日無

報酬でやっとります。ガソリン代ももちろんのこと、そこのことも。吉井としたら、仁美地区

でこれだけやってくれよるというのは、唯一の店なんで本当すばらしいと思うんで、逆に言っ

たら、こっから僕はもう一つ執行部にお願いしてえのは、突き進んでいただいて安否確認をす

るとか、やっぱり何かやってもろうたらえんじゃねえかなというようなことがあるんです。 
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 それで、これ大変申しわけねんじゃけど、突っ込んだ質問するわけじゃねんですけど、ＪＡ

のほうもここで３年計画で仁美支所を廃止するんです、吉井の仁美支所。これはもう決定しと

るわけです。だから、廃止するがどのように廃止するということもあって、そこへは吉井の今

の福田へある支店のほうから人員を派遣します、２人とかしておりますが、そうする中で、こ

の行革の中で仁美支所を廃止するということがあります。その中になっております、行革で。

その中で、私はずっとお願いしとん、支所と一緒に、農協と一緒にやってくれということをお

願いしとったんですけど、どうなるかわからんけど、今んとこ新聞見よったら、また支所機能

を生かしたことによって交付税の算入がふえるというたいろいろなことが特例も出てきたりし

てやってくれとんですが、ぜひこういうこともあって何らかのことを、どういうんですかね、

この施設んとこが見守り、安否確認をやってくれるようなことが事業内容を組まれとんで、し

たらもう農協と一緒にタイアップして行政と支所というんか、何とか残してもらいたいという

んか、やり方を考えていただきたい。そういう何かこれ考えあったんじゃろうかなと思うて、

ちょっとそのことを聞きたかったです。 

 新聞は、交付税のことが特例債の期限切れは、小規模の市町村が合併して出た支所が多いと

こをやるというので、もうこれこんなことをちょっと話してしまうんじゃけど、聞くのは、支

所はもう仁美支所はのうなるというのは決まっとんかなあ。 

○委員（下山哲司君） 出張所。 

○委員長（北川勝義君） 出張所は決まっとんかなあ。 

○財務部長（石原 亨君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） 行革の方向としては、そちらの方向なんですが、これはまだ決定

ではございません。 

○委員長（北川勝義君） というのは、何でこんなことを言ようる、この新聞の話じゃねんじ

ゃけど、そんなこと、出張所がどういう扱いになるんかわからんけど、なるんじゃったらええ

んかなと思うて思うたり、このいろいろのことが。ちょっと余り離れた話になってしもうたん

じゃけど、ぜひ一緒に、せっかくのこういう地区でできてきょうることがあるんで、生かして

推進するようにしてあげてくださいということを言いたかったんで。答弁はよろしいです。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、秘書企画、赤磐市がんばる地域応援事業補助金について

は終わりたいと思います。 

 それから、住宅土地統計調査費26万5,000円、これについては何かありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 何を買うん、消耗品。 
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○秘書企画課長（近藤常彦君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、近藤課長。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） 紙などの事務用品の消耗品を買わせていただきたいと思っと

ります。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。 

 他になければ、これで秘書企画の一般会計のほうのは終わりたいと思います。 

 バスダイヤ等の改正につきましては、何かありますか。ありましたら、今答えていただきゃ

あ。何かありますか、質問が。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） もし、後で気がついてバスダイヤについてありましたら、近藤課長

も帰られたとか、それから下の次の対応の方がおられるんで、できましたら、もし次のを上げ

ていただけりゃ上げていただいときゃええと思うだけで、無理だったら、今んとこはありませ

んから。 

 それでは、近藤課長、退席してください。 

○秘書企画課長（近藤常彦君） ありがとうございます。 

              〔秘書企画課長 近藤常彦君 退場〕 

○委員長（北川勝義君） それでは、引き続き総務課のほうからお願いします。 

○総務課長（岡本衛典君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、岡本課長。 

○総務課長（岡本衛典君） それでは、12月議会で予定されている案件について御報告をさせ

ていただきます。 

 今予定しておりますのが、一般会計12月補正予算といたしまして、人件費の補正を予定をさ

せていただいております。例年行っておりますけれども、人事異動に伴います各費目の増減調

整、それから昇格、昇給等の実績を見据えて再計算をしております。それから、給与勧告、人

事院勧告は、今年度につきましては民間との格差が尐ないということで改定はなしということ

になっておりますけれども、そういったこと、それとあわせまして10月から給与の減額をさせ

ていただいております。これの影響分等々、それから各種手当の変動等を合わせまして減額補

正を予定をしております。給料、手当、共済費合わせまして、そこにありますように１億

707万8,000円の予定でございます。 

 それからもう一件、条例改正でございます。赤磐市事務分掌条例の一部改正を予定をしてお

ります。26年４月１日施行の予定といたしまして、総合政策部を設置するというものでござい

ます。内容といたしましては、現在の総合政策室と総務部秘書企画課、この機能を合わせまし

て一つの部として新設をするということでございまして、市の政策立案でありますとか重要施

策の推進など、総合調整機能を充実するというものでございます。 



- 9 - 

 以上、２件、12月の議会のほうに予定をしております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） それでは、ここで質疑を受けたいと思います。 

 何かありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんなら、ちょっと１つ言っときます。 

 事務分掌条例の総合政策部を設置するというこって、原則的にはこれのほうがえんじゃねえ

かと思うて、今まで何か言うたら市長直属になっとったんかな。副市長、市長直属じゃったん

かな。なっとって、何かぶらんとしたようなんで、何か権限があるようでねえのはおかしいな

と思うたけん、前市長の井上さんでこれやるんじゃというてやられてやっとられたんで、あえ

て僕はおえん言よったけど、仕方がねえがなといってきとったんですけど、それから前もあっ

て、こうやるほうがかえってすっきりすんじゃねえかなと思う。ただ、こうすることによって

部長職が１人ふえるんじゃねえかと思うて、部長職がふえるということはやっぱり給料も上げ

ていかん報酬のこともあるんで、やっぱり行革化していこう、行革していこうというけど、部

長職ふやしていく、ポストふやすというのはいかがなもんかなと思うて思うたんと、それから

この中で、これは仕方がないと思うんじゃ、部ができりゃ。一つ、例えば言うたら部長イコー

ル課長にするんか、部長兹務の課長というんかな、部長兹務課長するんか、それも別にするん

か、この中のことまで入っていくんじゃねえけど、何ぼかそりゃあと思うたんと、これだけじ

ゃのうて、市長、この赤磐市の弱者の交通弱者の、交通弱者言うたらおえん、交通、足の確保

できない方やスクールバスとかいろいろあって、これから本当考えたら、同僚議員も昔言よう

られたことあるんじゃけど、交通対策というんかな、交通対策のやっとるとかというようなこ

との課もつくるというんか、今の中じゃ、それでここの総合政策室やこ入れていくべきなんじ

ゃねえかなと思うんじゃけど、こねえなことは、今これ第一の段階かもしれんけど、考えられ

とんじゃねんですか、どんなんですか、これ。ちょっとあわせて教えてください。 

 はい、岡本課長。 

○総務課長（岡本衛典君） 職員の配置につきましては、今後内部のほうで検討してまいると

いうことになりますので、兹務その他につきましては、現在まだ決定はいたしておりません。 

 それから、事務分掌、例えば今言われた交通対策でありますとか、市の今広域バスでありま

すとか、そういったことにつきましては、基本的には先ほど申しましたように、現在の秘書企

画が持っているものが今度できます総合政策部のほうに移って、そこでやっていただくという

ふうなことを考えております。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、ええ。僕が言いたかったのは、これはここで、今んとこ

はこれで納得しとるわけなんじゃ、これええ、こうなるべきじゃねえかなと思うて思うたんじ

ゃ。将来的に言うたら、交通弱者という言葉を使うてええか悪いかわからんじゃけど、やっぱ
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り足の確保を、市民病院が診療所になることでも、それが過疎になったとこの地域とか、今デ

マンドはデマンドのよさがあったり、それからデマンドは悪いという弊害もあるんですよ、い

ろいろなことがある。便数ふやさな、いろんなことがあるんで、そういうときには本当にこれ

からは将来的なことを一、二年考えたら、はっきり言って足の確保をする、交通弱者言うたら

おかしいが、足の確保をすることのそういうとこの交通課じゃとか、それからもちろん言うた

らくらし安全課がやっとるような話じゃねんですけど、昔でいうたら危機管理室とか管理監と

かというのをやっぱりつくるべきじゃねえかなとちょっと思うて、結果的に今のこっても一人

がおえなんだら兹務して休んだら次の者が説明できんような場合もありますが。今ちょっとそ

の専門部門ができるべきじゃねえかな、１つと、こうちょっと僕の気持ちのほうで、市長、今

どうこうじゃねえけど、将来的にはそういうことも考え、やるか、やれえとか言よんじゃねん

ですよ。やるかやらんかというんは、そういうのが必要じゃねえかなというのをちょっと今訴

えたかったんで、確認、市長、どんなんですか、それについて。 

○市長（友實武則君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 友實市長。 

○市長（友實武則君） 御提案の趣旨は、よく理解しております。全体の機構あるいは人事配

置の中で考えていくべきものと思っておりますので、御提案の趣旨はよく踏まえて考えていき

たいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） わかりました。よろしゅうお願いします。 

 ちょっちょっと、もう、すぐ終わる、もう一個。もう一個だけ。 

 もう一点、さっき課長に答えてもろうたんじゃけど、僕決して部長して課長兹務せえとかと

いう言よんじゃのうて、やっぱり職員も意識があって、やっぱり職が人をつくるんじゃねえ、

なっていくのもあるんで、課長補佐やったんが課長になったら、ばっと元気出してもっとやっ

てくれるという可能性もあるし、それから部長が、言い方がたまたま僕は財政のこともあるか

らちょっと言うただけの話で、部長が本来だったら兹務するのは余り好きじゃねえというのは

ほんまの話なんですよ。集中できんからと思うとんで、そこら辺のこともあるんで、先ほど言

うたのは、そういう気持ちで言うたんで、決してすな言うたんじゃありませんで、答弁はよろ

しいから、そういう意味のこと。 

 はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 済みません、まだ総合政策部のことはちょっとまだよくわからないん

ですけど、恐らくこの総合政策部をつくろうとした趣旨として、現状何か問題があって、それ

を改善していく、そのためにこういうものをつくっていくというふうにお考えになったと思う

んです。その辺をちょっとお聞かせいただきたいなと思うんですけど。 

 多分私が思うには、やっぱり縦割り行政がどうしてもあるので、それを、その縦割りを、何
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だろう、調整する必要が出てくる。そのときに、かなり強力な権限を持った調整機能を持った

部署をつくるっていうことが必要になってくるというふうに考えられたのかなと。いわゆる総

合参謀本部っていうんかね。参謀本部的な要素の位置づけ、だからイメージでいうと、ちょっ

とほかの部よりも上または市長直属みたいな、そういう位置づけをされるのかなと。それのよ

さと弊害っていうのはもちろんあるわけなんですけど、そういうことを勘案されてやられたの

かなというふうにイメージしてんですけど、そういうほかの部より上だとか、そういうふうに

はちょっと言いにくいのかもしれないんだけど、そういう意味での、なぜそういうことが起き

てきたのか、そしてこの部の位置づけみたいなものをもうちょっと御説明いただければありが

たいですが、お願いします。 

○委員長（北川勝義君） 岡本課長、前しとったときの市長直属じゃったというんかな、そこ

んとこから、ちょっとそのことから、ちょっと前のを説明して、それからというのをやってく

ださい。そうせなんだら、ちょっとわかりにくいと思うんで。 

 はい、岡本課長。 

○総務課長（岡本衛典君） 以前、総合政策室をつくったといいますのは、やはり政策的に重

要案件でありますとか、そういったものを市長のサポートという意味もございますけれども、

市長直属の組織として、そこで政策の研究でありますとか調査、立案等をやろうということで

政策室をつくったわけではございますけれども、一方で秘書企画課のほうにも、いわゆる総合

計画でありますとか市全体の政策立案、機能っていうものは持っておりますので、そういった

とことの連携ということも、一つは今回スムーズに行うというようなこともあります。 

 それから、そういった役割分担というのが、なかなか総合政策室、秘書企画課の間でも難し

いというようなこともございますし、それから新たに部として独立した部といたしまして、部

長級の職員を置いて、やはり先ほど委員も言われましたように市全体の調整機能をより充実し

ようというふうな趣旨でございます。 

 それから、新たな重要施策っていうのが次々やっぱり発生しておりますので、そういったこ

とに対応するためにも、今の総合政策室っていうのは実質的に１人置いており、あと兹務でご

ざいますので、そういったあたりも充実しようということでございます。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（澤  健君） はい、結構です。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ、総務課の関係を終わりたいと思います。 

 続きまして、くらし安全課の説明願いたいと思います。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、水原課長。 
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○くらし安全課長（水原昌彦君） くらし安全課のほうは、２点、御説明のほうをさせていた

だきたいと思います。 

 まず、１点目でございますが、12月議会の補正予算の関係でございます。地域の元気臨時交

付金の実施計画確定によりまして、防犯対策、省エネのため、既設の蛍光灯式防犯灯をＬＥＤ

式防犯灯に更新するための補正予算を上程する予定にしております。 

 歳入につきましては国庫補助金で1,720万円、歳出につきましては、防犯対策費の工事請負

費に2,000万円上程する予定でございます。 

 ２点目でございます。緊急地震速報訓練についてということでございます。 

 総務部資料、３ページのほうをごらんください。平成25年11月29日午前10時15分ごろ、全国

一斉に実施されます全国瞬時警報システム、Ｊ－ＡＬＥＲＴを活用した緊急地震速報訓練を赤

磐市でも実施いたします。今回の訓練は、職員等が業務に支障のない範囲で丈夫な椅子の下な

ど安全な場所に避難する、あるいは手で頭を保護する姿勢をとる等の対応行動、初動訓練もあ

わせて行うこととしております。放送内容につきましては、資料の中ほどに書いてある内容と

なります。市民の方への周知は、広報あかいわ11月号とホームページ、それから前日の11月

28日午前10時15分ごろと、当日11月29日10時ごろ、市内全域で周知放送をすることといたして

おります。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 何か質問ありませんか。 

 また、ほんならちょっと僕が言うが、また考えといてください。 

 緊急地震速報訓練の日なんですけど、12月定例議会の最中で始まったとこで10時から開会さ

れて、議長がおられるので僕が出しゃばって言うことじゃねえけど、挨拶しょうるころに地震

ですというんが、大地震ですというんが入るわけでしょう、こりゃあ。議場へ入るんですか。

１点。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 議場へは戸別受信機の設置がなされておりませんので、議

場へは外の屋外スピーカーの音は入るかもわかりませんが、基本的には音は入らないというふ

うに考えてはおります。 

○委員長（北川勝義君） それじゃったら、議会しょうって、おめえ、議会で、どこの、よそ

の大きいとこへ震るようるけん地震がなったからというて、アラーム鳴ったから休んだり緊急

対応とるのに、議員がほんな知らずに、ほんなそきょうおる、何か執行部のほうはみんな知ら

ずに、そこでじっとおるんか。今僕ちょっと要らんことを思うたんが、ねえのは知っとんじゃ

けど、やっぱりこういうときの議長の采配で議長がやられて、こういうのがありましたとい
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う、誰かが緊急言やあなるんじゃろうけど、それをせなんだら、下は訓練しょんのに、訓練と

いうかそういう警報出たということを言よんのに、議会のとこは何も知らなんだんじゃという

のもおかしい話じゃ。議会の中の対応はどんなんかなと思うて、ちょっと今……。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 議場の中は議長がやられるこっちゃけん、ちょっと今一瞬、ねえか

ら思うたんで、報告か何かなかったらおえんのかなと思う。 

 はい、水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） この訓練実施に当たりましては、ちょっと今総務部長不在

でございますが、議運のほうで説明のほうをさせていただいて、ちょっと協議を諮るというふ

うなことで、部長のほうから聞いとります。ですから、議場のほうへ戸別受信機を設置という

ふうな方向になりましたら、そういう方向も考えていきたいと思いますし……。 

○委員長（北川勝義君） いや、それは間に合う。いや、間に合うん。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 戸別受信機を設置して、電波の状況を確認できれば設置で

きます。 

○委員長（北川勝義君） あっ、ほんな。いや、僕、ちょっともうくでえけど、僕が言いたか

ったのは、議場の中に議長でおるんじゃけんえんじゃけど、それはそうじゃのうて、こういう

訓練を全国的にやるのに、我々が議会しよって知らんでほあんとしとったらいけまあ、議場、

そこの部屋へおったんじゃったらえんじゃけど、聞こえんとこへ、議場の中でほがんとしとっ

たらおえんし、もちろん初日じゃから市長から副市長から教育長みんなおられますが、議場に

は。せえで、議場には設置してなかったらわからんでしょうということを言いたかったわけ。

だから、今その設置していただけるんじゃったら別に議場もえんじゃけど、僕は議場の中どう

こう言うんじゃねえけど、こういう中、設置しとるかしてねえかというのを確認して、設置し

てねえというから、だからすぐそういなん聞いたらすぐ連絡してきてくれにゃおえまあという

話で、そのときの対応ということを聞きたかっただけでもって。それは議運でどうこうじゃの

うて……。 

○議長（小田百合子君） 委員長、でも議運でその件はちゃんと決めときましょう。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、僕は違う。議運でどうこうじゃのうて、今現状ねえか

ら、つきますつかんじゃのうて、議運じゃのうて、僕の言よんのは、なった場合、皆さんはこ

ういう、例えばこれ議場じゃと、本会議でみんなこうおるわな。そのときに、ここは入らんわ

な、入ってねんじゃったら。ほんな下のほうでぱっと言うてきたら、すぐどういう対応を、ぱ

っと言うてきて、議長、もちろん市長に、こうなったという対応をどうするんですかというの

を聞きたかった。言うたら、下で大地震の緊急通報システムの通報が、Ｊ－ＡＬＥＲＴが言う

たら、すぐ連絡が来るという、すぐ２階から３階へ行くんじゃとかというように、それを聞き

たかったわけ、言よんですよ。いや、別に議運でどうこうせえとかという話でも、議運ですん
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ならするんでええし、これだけそういうことになってなかったら困るんじゃねえかという、わ

からんかな、言ようること。 

 前のときには、せえでこれ特に赤磐市は前のとき失敗したろう。また今回も失敗したら恥ず

かしいからと思うてな、今ちょっと、今そう思うたんで。議運でやっていただくのは議長が、

水原課長が言ようる議運でやられるというのはそれはえんじゃけど、議運じゃのうて、対応

が、もうそれこそ僕が言うた、議運の対応の云々やこうはもう議運でせえなど、議運やこと関

係ねえ話、僕が言うた。もうこれは緊急地域地震速報のＪ－ＡＬＥＲＴすんじゃから、それは

もう議長さんとか言うて、こうやって議場の中へつけさせていただきますよというて、もう議

場につけた電波が飛ばなんだ場合はこう対応させてもらいますというのを言うてほしい言よう

るわけ。議運でええとか悪い、何でもかんでもしょうたら、それは違う言うん。 

○議長（小田百合子君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、議長。 

 それは違う。 

○議長（小田百合子君） 執行部のほうから議会に対してどうしろこうしろっていうふうには

言いにくい面もあるんでしょうから、私のほうできちんと議運までに打ち合わせをしておい

て、皆さんにお諮りするという形にさせてもらいます。 

○委員長（北川勝義君） 議長、僕と討論、話をするわけじゃねえが、議場へどうこういう話

じゃのうて、Ｊ－ＡＬＥＲＴの趣旨の話をしょうるわけ。つけるとき、議場の中の、議場内の

整理、先ほどの議場内の整理権は議長にあってということ、そんなことわかって物を言ようる

だけのことで、こん中でやるのをどういうふうにするんならと、全国でやりょんのに、こんな

ことがついてねえというのは、笑い話じゃねえけど市町村についてねえ、ほとんどんとこはも

うついてやっとんですよ。どこでも、議会中に地震があったとかというて、もうずっと動いて

やった。ねえというのは、ここらの田舎んとこのは何ともねえからという。じゃけん、これは

もう議長がどうこう、議長が越権行為でどういう言うて怒りょんじゃねえ。やるんじゃだった

ら、執行部の市長のほうが、議長、これだけさせてください、施設管理でというのをせにゃあ

おえんということを言いたかったわけ。そういう話をしょうるだけ。別にどっちでも議運でや

ろうと、悪いとかという話じゃのうて、何でもかんでも議運議運じゃないということを。ほ

な、放送施設つけるけん、ほんなら議運でやりましょうとか、エアコンがきかんけんつけま

す、議運でやります、そんな話じゃない言うん。そこんとこの大前提言よった。もうそれ以上

は言いません。 

 もう一個聞かせてください。何言うんか。2,000万円のＬＥＤの防犯というんは、何ぼでき

るん、これ。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 
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○くらし安全課長（水原昌彦君） 500灯を予定しております。 

○委員長（北川勝義君） これは地域性とかというのは全然関係ねんですか。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） ある程度考慮はして計画していこうと思っております。 

○委員長（北川勝義君） これは更新じゃけえ、つけとるとこ、新規じゃねえわけじゃな。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） もちろん、今既存で蛍光灯の防犯灯があるとこについてＬ

ＥＤにかえていくということでございます。 

○委員長（北川勝義君） 今は、ちょっと防犯灯というたら、もう通学路であったらしてくれ

るとか、なかなかしてくれんとか、いろいろあるんですよ。今こういう過疎になってきょうっ

て多ゆう、ふえていきょうるとこはえんじゃけど、通学路で例えば松田さん、北川というんが

２人通学路で通いよったからつけるという、それから次の年には卒業したから要らんようにな

ったと、ほんなら防犯灯設置除外すんか。 

 それからもう一個。ことしはねえと、来年から行くんじゃと、小学校通学路になるんじゃ

と、通学していくんじゃというた場合、要るという、なりますわな。どうするわけ、この。今

支所に言うたら、今子供が通学路で通ってねえけんつけんのんじゃというて。ほんな今までつ

けとった、通学しょうったんが通学せんようになったら撤去すんかというて僕も確認、やけ言

うんじゃねえけど話ししたんじゃけど、どんなんですか、こりゃあ。どういう考えでやりょん

じゃろうか。 

 もうちょっと安心・安全でやるんじゃったら、もっと夜でも年寄りが通られるとき、やっぱ

りついとったほうがええという場合もありますが。この悪い、大変言い方悪いですけど、山

陽、ネオポリスだとか、ネオポリスも暗えとこもあるけど、山陽みてえな、岡山市内みてえ明

るうねんですよ。吉井やこ真っ暗で、防犯灯がなかったら、もうほんま見えんとこがぎょうさ

んあるんです。それがもう区費でやれえというたら区でできんとこもあったりして、やっぱり

全然通らん。僕の考えは集落と集落をつなぐようなとこは、市長が、市が見るべきじゃねえか

と思うとんですよ。わかりますかな、言ようること。集落と集落じゃねえとこ、集落内はもう

地元がすりゃえんですよ。そこらをちょっと考えてもらわなんだら、これは通学路じゃねえけ

えやれんのんじゃとか、工事費も見て、5,000円するけん、あとは見てもらわなおえんじゃと

いうたら、なかなかできんのんじゃねえかなと思うて、今思ったんですよ。それはどう考えと

んじゃろうか。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 水原課長。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 先ほどお話ししましたように、今回につきましては、今既

存で蛍光灯がついてある防犯灯に対してＬＥＤにしていこうということになります。 

○委員長（北川勝義君） これは１個当たり４万円かかるん。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 設計すると、それぐらいの金額になってまいります。 
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○委員長（北川勝義君） それで、これはまたほんな誰がする、工事。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 業者のほうへ発注する。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、業者はわかっとる。それ、誰がするん。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 入札という格好。 

○委員長（北川勝義君） 一括で、また岡山のほうから来た業者へさせてあげるん。市内業者

とかというのは、それはせんのん。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 一応それも配慮して行う予定にしたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） いや、これ僕要らんこと言うんじゃねえけど、地域の元気臨時交付

金じゃろう。雇用創出とかというてなっとるわけじゃろう。やっぱり地域あるとこの電気屋さ

ん使うてください、赤磐市内の業者の電気屋、工事店を。こんなこと、岡山の業者が来てから

2,000万円丸々持っていかれたらたまったもんじゃ。岡山市内の業者に元気出してくださいと

いうて、赤磐市の者いっこも元気出りゃへんが、吉井やこは特に。 

○委員（下山哲司君） 委員長、次、これはあれじゃから、次に委員会で言よう思うたんだけ

ど、きょう言おう……。 

○委員長（北川勝義君） ああええ、わかった。 

 言うてくれりゃあいい。 

○委員（下山哲司君） だから、きょうはそこまで踏み入っちゃいけんのんじゃねえんかな思

うて。 

○委員長（北川勝義君） いや、ちょっと今思うた。まあええが、下山さん、言われえ、ちょ

っと今。 

○委員（下山哲司君） じゃ、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） はい、委員長。 

 前にも入札の件で御注文をつけさせていただいて、御理解をいただけたことには感謝しとり

ます。ありがとうございます。 

 これも、やはり地域に配分された元気資金ということなんで、やはり地域の小さい中小企業

の方が、小規模の事業者が助かるような考え方でやっていただきたいというふうに思うんで、

その辺はきちっと配慮してやっていただきたいと思います。 

 委員長が言ようられたんで、僕もこれ言おうかなと思う、次の……。 

○委員長（北川勝義君） また言えや、そりゃあ。 

○委員（下山哲司君） ええ。本会議のときの委員会で言うべきだろうと思い、控えとったん

ですが、委員長が口出されたんで、そういうような配慮をやっていただきたいと。その資金の

目的をやはり生かしていただかにゃその意味がないと思うんで、そういうふうに配慮をお願い

します。 
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○委員長（北川勝義君） そういうことでよろしいです。 

 議長、口挟むんじゃねんじゃけど、議長と執行部のほうでも、Ｊ－ＡＬＥＲＴの分があるで

しょう。来なんだらおえんけど、来りゃ何とかして格好だけ、格好言うたら怒られるわ。もう

議運は、もう当然だからこうしましたというぐれえな、もう議運のことまで出しゃばんじゃね

えけど、もう議場内じゃけえしてもろうてください。そうせなんだら、何か議会しょうって、

これがあるというのを知らなんだらえんじゃけど、あるのに鳴らなんだけんといったら、何か

そわそわじゃねえけど、ちょっとおかしい気持ちになるんで。 

 僕は、市長、議長にも今言わせてもらう、大変おかしい話じゃねんじゃけど、こういう全体

のことはもう市長と議長が話をしてやってくれりゃあええと思うんよ。こうめえ、どう言うて

えんかな、うちの中で傍聴が何件来るか、時間がどうのこうのというのは決めにゃおえんけ

ど、もう簡単、簡単というんか当然施設の管理をしていくのが行政がやっていかにゃやおえん

じゃったら、執行部がやらにゃおえんじゃったら、それを議長の承諾を得てやっていただきゃ

あえんじゃねえかなとちょっと、勝手に日の丸つけえとか、そういう話はしょうりゃあしませ

んよ。その今ちょっとそう思うたんで。私はそう思うとります。 

 それで、内容のことじゃないんですけど、もう一遍だけ教えてください。 

 緊急地震のＪ－ＡＬＥＲＴは、ええげに今度はいくんじゃなあ。いやいや、前、いんや、前

のもんは、みんな結果的にはニュースや何やかんやで知っとるが、ほんま知るまあ、赤磐がえ

えげにいかなんだというのを、知っとる者もおるけど。いや、何か失敗したんじゃというて広

報もすりゃへんしなあ。今度は問題ねんでしょうな。してくれたんですかということを。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） どこが問題があったかというのを。 

○くらし安全課長（水原昌彦君） ９月11日に、前回Ｊ－ＡＬＥＲＴの放送がございました

が、こちらにつきましてはアースの関係で電波が不安定になっとる状況がございました。その

後いろんなデータ等を収集いたしまして、その改善策はとっております。万全にできると思っ

ております。 

○委員長（北川勝義君） できる言ようてまたできなんだら困るで。わかりました。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、ここで11時５分まで休憩とします。 

              午前10時51分 休憩 

              午前11時４分 再開 

○委員長（北川勝義君） それでは再開します。 

 続いて財政課。 

○財務部長（石原 亨君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） それでは、財務部の関係で、何件か説明なり報告をさせていただ

きます。 

 まず、財政課から行います。 

○財政課長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原課長。 

○財政課長（直原 平君） 財政課からは、お手元の資料の１枚物になりますけれども、３件

御報告をさせていただきたいと思います。 

 まず、１件目でございますけれども、地域元気臨時交付金につきまして、去る10月25日に確

定をいたしました。赤磐市への交付額限度額につきましては、７億450万円が決定されており

ます。これをこのたびの補正予算（第４号）に計上させていただきまして、それぞれの費目へ

充当させていただく予定をしております。 

 事業といたしましては、また12月のこの委員会のほうで詳しく報告をさせていただきたいと

思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 続きまして、２番目でございます。平成25年度一般会計補正予算（第３号）につきまして

は、去る９月３日から４日の豪雤によりまして発生いたしました災害に伴います専決補正予算

でございます。補正額は7,843万1,000円でございまして、農林水産施設事業及び公共土木施設

事業にそれぞれ予算を計上させていただきまして、財政調整基金積立金のほうも、2,327万

9,000円のほうを減額させていただいております。 

 続きまして、一般会計補正予算（第４号）につきましては、先ほどの地域の元気臨時交付金

も含めまして、補正総額を８億8,366万2,000円ということで計上をさせていただく予定でござ

います。これに伴いまして、財源調整いたしました財政調整交付金に積み立てる額は１億

2,516万円ということになります。 

 簡単でございますが、以上３件、報告をさせていただきます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 執行部のほうへちょっと、私がちょっと不審に思う点をお願いしてえんですけど、地域の元

気臨時交付金について７億450万円、それぞれにして、また次んときに説明するというんが、

何に使うんかわかってねんかな。 

○財政課長（直原 平君） わかっております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとそれがわかりゃあ、ちょっとそれを配ってくれえ、おめ

え。不親切過ぎるわな、おめえ。何をしに来よんな。 

○財政課長（直原 平君） わかっておりまして、これにつきましては平成25年度に充当する

事業、15事業、それから26年度の地域振興基金に積み立てます事業が18事業でございます。こ
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の詳細資料につきましては、次回でお配りしたいと考えております。 

○委員長（北川勝義君） いや、今回はねえんか言うんじゃ、一覧表。今回ねえというのは、

何のために今回これ出しょんなら、おめえ。 

○財務部長（石原 亨君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） 概略は調整をして、充当先も決めております。 

○委員長（北川勝義君） わからん、わしらにゃ。 

○財務部長（石原 亨君） 12月で、その資料につきましては出させていただいて、詳しく説

明をさせていただこうと思っておりますが。 

○委員長（北川勝義君） ほな、ここでは出せんのんか。ここへ出せんのやったら、ここで説

明せんでもええがな、こういう話を。 

○財務部長（石原 亨君） 総額できょうはこれだけ……。 

○委員長（北川勝義君） 総額の話じゃったら、皆どっこも総額の話ししとけえ、おめえ。お

めえ、事前審査にならんぐれえなことで、審議を聞いて目を通しとかなおえんように、何も出

さずに、おめえ、できてねんじゃ、できてねんじゃ言うんは、そうじゃったらせんでもええが

な、おめえ、これを出す必要……。 

○財務部長（石原 亨君） いえ、財源充当先は、もう決めております。 

○委員長（北川勝義君） 決まっとんなら、それは財源充当先どうなっとる、出さなんだらわ

かりゃすまあがな。 

○委員（下山哲司君） まだ配分精査ができてねんじゃろう。 

○委員長（北川勝義君） ようわからん、下山さん言うように配分精査じゃというて、何な

ら、そりゃあ。ここへ上げるんじゃったら、そういうもんができてあろうがなということを言

よんじゃがな、出すのに。12月まで出さんというのは、何か根拠があって12月まで出さんのん

か。じゃったら、きょうこんなことを上げる必要ありゃへんじゃねえかというていう話ししょ

んじゃがな。 

 専決やこうでも、専決なんは、おめえ、専決な、石原部長、聞きょんか、おめえ。 

○財務部長（石原 亨君） 聞いてます。 

○委員長（北川勝義君） 石原部長、聞きょんか。専決やこのをしとるのは、災害の要っとる

のは災害のはなあという、産業建設のほうで説明しとんじゃろうがな。 

○財務部長（石原 亨君） 専決しております。 

○委員長（北川勝義君） 産業建設しとんじゃろうがな。 

○財務部長（石原 亨君） はい、しております。 

○委員長（北川勝義君） 何でここで言うて、ここでは財源はここは財源調整しただけの話じ

ゃから、専決言うたらええけど、例えばわかるか、言ようること。 
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○財務部長（石原 亨君） はい、はい。 

○委員長（北川勝義君） 減額しょんのに、2,327万9,000円減額した、財調から取り崩したん

じゃけえ、そりゃあうちはこれだけの予算じゃけえええわ。わかるか、言ようること。内容言

わずにしょうる。わしの言ようることおかしいか、今言ようること。12月で、おめえやれえ、

ほんならこれも12月でやれ。産業も12月でやりゃあえかったじゃねえか、おめえ。ふざけた話

をすな、おめえ。ほかのも、今まで説明してきたのは、おめえ、こねえ詳しゅうせんでもえか

ったがな。12月にするけん、考えとんじゃ言うだけでええがなあ。おめえ、こねえな不親切な

んか。 

 もうこれ、もうあれじゃ。これはおえん。出さでもええが、こんな条例やこ。また、今度し

てみりゃええがな、条例改正。 

 市長、僕文句言よんじゃのうて、上げて財源充当していますとかなあ、今度はやるんじゃ。

そげえな話を15項目じゃ、18項目じゃというて、こういう事業をやるんじゃというて、それは

正式ならこういうことをやりてえ、12月に正式に。これを説明するには、そういうのは出さな

いけまあがな。市長、岡山市の議会へおって、市へおって、こげなかったか。また次にするけ

ん、もうえかろうがなというて、こげな不親切じゃねえや。15事業あったら、こんだけ15事

業、こんだけで若干動くかもしれませんがという説明なかった。 

○副委員長（松田 勲君） 金額入れんでも……。 

○委員長（北川勝義君） 事業がわからなんだら、わかるまあが、どれふやすかふやさんとい

うんが、おめえ。岡山市やこ、そんなやり方しょうったか。 

○財政課長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、市長に聞きょんじゃ。岡山市、そねえなやり方しょうっ

たかって聞きょんじゃ。市長、岡山市がアバウトで、例えば、例えばというたら、これは違

う、車買うことじゃとか、例えば無線のこっちゃとかというて。項目、金額が違うけどという

てあるんじゃねえか言うたん。 

 市長。 

○市長（友實武則君） 岡山市での経験からいいますと、岡山市では各常任へ説明するのが余

りにもたくさんの案件になりますので、場合によっては合計額のみの説明ということもござい

ました。 

 また、大きなものだけつまんで説明するということもございました。一概に全想定するとい

うことばかりではございません。まちまちです。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） いえいえ、今度はここはどうするんでというて聞きょんじゃ。うち

のは、今はこれはどうするんでというて。市長が答えずに、直原課長が答えるんか。 

○市長（友實武則君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） 市長。 

○市長（友實武則君） この元気交付金の配分先について確定しているようですので、リスト

を提出させていただきます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 何でこんなことを言ようるというたら、嫌がらせじゃのうて、水原

課長が言うたがな、2,000万円、工事請負費2,000万円については地域の元気臨時交付金ですと

いうてやりょうったが、そこら、何でそこだけ出さんのんならということを聞きょうるだけの

ことで、出さんなら全部出さんようにしてもらやえんじゃ。各課長とか部によってばらばらで

やるというのはおかしいんじゃねえかというて、市長、それを僕が言よんで、市長。この委員

会だけで、石原君とかはわしの考えで出さんのんじゃと、こっちは出すんじゃ、それはおかし

かろうという話を。石原君、逆じゃったら、あんたが議員しょうったら、そう言わんか。い

や、こっちの地域の元気臨時交付金じゃとか、まちづくりのはこうなったんじゃというたら、

地域応援支援事業じゃとかというて、こうやって県ができた、国ができたというてなったら、

何ぼか出さないけんのんじゃねえかということを言いたかった。 

 石原君、何か言うんじゃなかったんか。石原部長、何か言うんじゃなかった。 

○財務部長（石原 亨君） 用意しますから。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原部長、石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） 委員長。 

 じゃあ、資料はこれから用意します。次の管財課へ行かせてもろうてよろしいですか。 

○財政課長（直原 平君） 委員長、もう一つ。 

○委員長（北川勝義君） 何も言ようらへんがな、おめえ。何も言ようらへんがな。何も言よ

うりゃへんがな、おめえ。 

○財政課長（直原 平君） 失礼いたしました。 

○委員長（北川勝義君） 石原部長なあ、これから暫時休憩でもするけん、すぐ資料を持って

上がってきてくれえ、おめえ、そねえ時間が。 

 それから、直原課長。何なあ、直原課長。 

○財政課長（直原 平君） 資料につきましては、内部資料となりますので、数字的には合っ

ておりますけれども、来年度に積み立てます地域振興基金の内容につきましては４億1,000万

円ということで、その内容は基金積み立てということで御了承いただきたいと思います。 

○委員長（北川勝義君） どこへ出とんなら、４億1,000万円というのは。 

○財政課長（直原 平君） はい。あとの資料につきましては……。 

○委員長（北川勝義君） もう資料が来てからでええっちゃ。来ん前から、ちゃあちゃあ言わ

んでもええん、ねえのにわからへんがな、おめえ。 

○財政課長（直原 平君） わかりました。 
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○委員長（北川勝義君） 暫時休憩します。 

              午前11時15分 休憩 

              午前11時29分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

○財政課長（直原 平君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、直原課長。 

○財政課長（直原 平君） 大変申しわけございませんでした。 

 それでは、資料をお配りしました表と裏ということでごらんになっていただきまして、その

資料の一番上にあります、の一番右でございます。７億450万円が交付限度額ということでご

ざいまして、限度額いっぱい使おうということでございまして、該当する事業につきましては

左端に１番から、裏を見ていただきまして17事業、選定をいたしております。 

 先ほど私が言いました15事業と云々かんぬん言いましたけれども、結局17事業でございまし

て、裏の赤磐市振興基金、17番赤磐市地域振興基金、一番右から４番目を見ていただきまし

て、４億1,000万円が26年度事業に充てる地域振興基金に積み立てまして、来年度、26年度事

業に充てるものでございます。それも含めまして、17事業に充当するということでございま

す。 

 左から４番目の充当予定0.86というところを見ていただきまして、そこが７億450万円の限

度額の充当予定ということでございまして、例えば１番を見ていただきますと、ため池等の整

備につきましては、総事業費につきましてはａの2,600万円を予定しておりますけれども、充

当予定は0.86を掛けました2,090万円ということになります。この額を合計いたしまして、筒

いっぱいの７億450万円を充当するというふうに考えております。0.86と申しますのは、入札

等によります事業の減尐等を考えまして0.86というものを掛けております。 

○委員長（北川勝義君） 入札率じゃろ。 

○財政課長（直原 平君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 落札率ということを予想しとんじゃろ。 

○財政課長（直原 平君） ああ、落札、そうです、はい。その関係を加味いたしまして

0.86を掛けまして、それぞれの事業に筒いっぱい充てるということで考えております。 

 簡単でございますけど、以上です。 

 それで、それからもう一つ、17番の４億1,000万円、来年度に繰り越します基金事業につき

ましてはまだ内部調整ということで、今のところ本年度予算に４億1,000万円を積み立てると

いうことで、ただいま来年度予算につきましては若干動きがございますので、資料としてはお

つけしておりません。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明がありました。 
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○財務部長（石原 亨君） 委員長、済みません。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） 済みません、補足で説明させていただきます。 

 裏の15番をごらんください。防犯灯整備事業がございます。先ほど水原課長が、この事業に

ついて説明をいたしました。これにつきましては、2,000万円を、この12月で補正予算として

上げます。その財源として、1,720万円をこの元気臨時交付金を充てるというものでございま

す。 

 以上でございます。 

 済みません。ほかの事業につきましては、財源振り替えということで対応をしております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 水原課長、説明せんでもええか。 

 いやいや、16番へ書いとるで。 

○副委員長（松田 勲君） 15番。 

○委員長（北川勝義君） 15番、市内全域市設置分2,139基、地元業者の入札機会をというて

書いとるで。言わんでもええんか。だけん、これをくれりゃええんじゃがな、なあ。 

 何か質疑ありませんか。 

○委員（下山哲司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） ８番、海洋センター、財源振り替えはわかるんです。基金事業へで、

一番後を見たら不採択。初めて聞くんだけど、これの説明をちょっとお願いしたいと思いま

す。 

○財務部長（石原 亨君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、石原部長。 

○財務部長（石原 亨君） ８番の事業ですね。Ｂ＆Ｇの海洋センターの改修事業につきまし

ては、この事業は翌年度、来年度の事業費へ計上して、この基金を充てて実施しようと今考え

ているものでございます。事業費につきましては、今査定を、来年度の事業費の査定をやって

おりますので、まだ未定のとこがございますが、これは本年度実施ではなく、来年度の事業と

して計上しようと考えているものでございます。この行は、削除してもいい部分でございま

す。本年度は実施いたしません。 

○副委員長（松田 勲君） 意味が違うじゃない。 

○委員長（北川勝義君） 違う違う違う、違う違う。今言よんのは……。 

○副委員長（松田 勲君） 不採択になってる。 

○委員長（北川勝義君） 不採択になったことを下山さんがこれを見たことに聞きょうる、委

員が。 
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○教育次長（宮岡秀樹君） ちょっと僕のほうで。 

 済みません。 

○委員長（北川勝義君） はい、次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 申しわけありません。このＢ＆Ｇの海洋事業の改修なんですが、

これは２年度目の事業を25年度ということで、Ｂ＆Ｇの交付金3,000万円を予定をして、25年

度、今年度予算として組んでおりましたが、この3,000万円について被災地のほうへのそちら

のほうの重点事業を優先するということで今回は不採択となっておりまして、この元気交付金

を充当ができれば、充当がえによるということで、まだいまだにその事業としては不採択にな

っているということで、そのまま、まだ事業予算は25年度予算の中に残っているんですが、こ

のたびの交付金をどういうふうにするかということで、今石原部長のほうからの説明がありま

したように、26年度として対応するほうがいいということになりましたので、３月議会におき

ましては、この25年度で予定をしておりましたこの事業については一旦落とさせていただきま

して、26年度事業として、元気交付金を充てた事業としてもう一度事業をさせていただくよう

お願いするように考えておりますので、今年度は３月で一度落とさせていただくということ

で、よろしくお願いいたします。 

○委員長（北川勝義君） 下山委員。 

○委員（下山哲司君） 落とすというのはえんじゃけど、その不採択というのが今初めて僕ら

が知るようなことで事業をやるというて報告して、これので見たら、ちょっとショック受ける

んじゃけどな。わかるかな、僕の言ようる意味、地元じゃから、ショック。あれ、草生１番地

というとこなん。だから、僕、草生なんや。あれが草生の１番地なんで、こういうなのが今初

めてやってもらえるものじゃ思うて思うとったのが、こういうなの見たらもうがっくりきて、

どういうことなんじゃろうかなあと思うて、不採択になって、今の東北のほうへ行くというの

は理解しますよ。じゃけど、また来年度はやってもらえるんじゃとかというんならまた違うん

じゃけど、いやいや、そのＢ＆Ｇとしてしてくれる。Ｂ＆Ｇの施設なんじゃけん、Ｂ＆Ｇでし

てもらわんと目的が変わってくるんよな。銭が充てりゃあええというもんじゃねえんよな。だ

から、それはＢ＆Ｇへ行って頼むのが、足らなんだから外されたんかというふうになあ。ほか

のを充てるというのは、それは違うと思うんよな、考え方が、事業をスタートしたときが。そ

う思わん。それを言よんで、その辺をちょっと答えてください。 

○委員長（北川勝義君） はい、次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 委員おっしゃるとおり、Ｂ＆Ｇの交付金をいただいて実施すると

いうことで計画を進めておりましたが、先ほど私説明いたしましたとおり、お願いのほうも何

回か市長、教育長のほうも足を運びましたが、先ほども言いました、そういった東北のほうの

復興を急ぐということで、今回は２年、うちも１回目をもらっておりますので、3,000万円、

今回プールの２回目ということで、やはりよそのとこを優先したいという財団の考え方がござ
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いまして、今回はもう尐し後回しにしてほしいということで、来年度も交付金として要請をす

るようにしております、26年度も。ですけど、その交付金のほうが、もしか不採択に、これは

一生懸命要望してまいりますので採択になるよう努力はしてまいりますが、不採択になった場

合にも、今言います元気交付金のほうのそちらにお世話になりまして、事業のほうを26年度事

業としてはやりたいというふうなことでは考えておりますが、まずは交付金を充てるというの

を最重要課題といたしまして要望のほうは、今後も要望活動のほうをやってまいりますので、

御理解のほうをよろしくお願いいたします。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（下山哲司君） 個人的に思うことは、スタート切ったときがＢ＆Ｇで世話になれるか

らスタート切ったわけ。この銭はほかのを充当すれば、ほかへ充当できるもんが、ほかができ

んようになる。赤磐市としたら財源不足が生じるのはもうわかっとるわけじゃから、先々な。

そういう中でその3,000万円という金は大きいんだと思うのよ。だから、そういうことを今ち

ょっと見てショック受けたというのは、そこなんよな。 

○委員長（北川勝義君） よろしい。一応関連じゃけど、やっぱりこれ大事なことを今１個言

よんのは、ちょっと１つ違うこと、全く違うことに１つ大事なことを言よんのはな、つくとい

うことになって、これはつけて事業をするということになっとったろ、今のＢ＆Ｇもろうて、

交付金もろうてやりますよ、予算可決されてきとるが。あんたら簡単に３月議会で落とします

というて軽う言うな、おめえ。あんたら知っとんじゃが、それだけ執行権持って秘密にすん

か。 

 せえで、26年度事業にします、せえでＢ＆Ｇがよそへ回っていくために東北になったという

ことで、それはもう今下山さんわかって、僕のほうもわかりょうるわけ、25年度は継続してい

きょんじゃけど。継続じゃけんくれるというのはわかっとる。それで、26年度へもらうように

持っていくというのも、これは努力するのもわかる。最悪の場合におえなんだら、今元気交付

金でやるというのも、これも理解せにゃおえん、わかるんじゃけど、やっぱり我々に地元とか

じゃのうて、総務文教委員会ぐれえはこうなってこうなったんですよ、早う言うてもらわにゃ

あ、やるよって、ほんな澤さんが今地元やって、おい、Ｂ＆Ｇついたぞ、3,000万円やるよう

になったぞ、仕事が5,000万円ついてというて。いっこも仕事をすりゃあへなんだがなという

て、これまだＢ＆Ｇというた言い方悪いけど、道じゃったらするがなあ。主要道が直さなおえ

んって、直るんじゃというたとき、つかなんだらどうするんなら。地元へ説明した下山委員

は、あれはうそつきじゃがな、北川はうそつきじゃがなということになるじゃねえか。 

 やっぱり情報が早う入って、こういう大事なことの、例えば道が１カ月おくれるとかという

んじゃったらええけど、やっぱり大事なこっちゃから、そういうことはひとつ、今例えばじ

ゃ、ネオポリスで今横断歩道がなかったら危ねえとこへ横断歩道できる、信号機ができるんで



- 26 - 

すよというて、悲願の信号機ができるというてなったときに、信号機ができなんで、みんなは

知っとるけど、ここへおるネオポリスの関係の委員さんじゃとか知らなんでみねえ。担当部署

が知らんでもおかしかろうがな、それを僕は物すごい憤慨しとんじゃ。 

 それから、今言よんのは、下山さんが言われたことはちょっと違うんじゃけど、これはもう

元気活性化事業で臨時交付金でしても何でしてもええと思うんじゃ、僕は。下山さんが言よっ

た、Ｂ＆Ｇでもええんだ。Ｂ＆Ｇがそれをやったときに、笹川財団でＢ＆Ｇ財団でずっと最後

を見てくれる話じゃねえし、実際のこと言うたら、あそこのグラウンドも、グラウンドの整備

も農業構造改善事業か新農耕か、農耕でやったし、皆やってきて、それはいろいろ事業、旧吉

井のときには金がねえから、いろいろの部署から事業費をもろうてきて、国庫であるように持

って、それがＢ＆Ｇの交付金であろうと国庫補助であろうと、それはダブらんというたらおか

しいんじゃけど、そういうのはやらせてもろうた、それはええと思うんじゃけど。ただ、それ

をやったけんほかの事業が減るということじゃったら、僕は大変、今下山さんが言うたよう

に、それはねえと思うんで、そこらのとこはやっぱりぴちっと前もって説明してくれださらに

ゃ、石原部長も、責めるんじゃねえ、石原君な、おめえ。簡単に、今度はなりますが、はい、

もうそこは消してくれとってもえかったです、それは消しとってくれって、おめえ、何を失礼

なことを言うんなら。せえで、３月に今度は言うたら、補正で落とすんじゃとか、今度は、お

まえ、僕らに言うときには、市長、教育長、そう思われんかな。副市長、そう思われんかな。

そりゃあ、事業を進めていくもんのときにというて言うたら、こんな簡単な話じゃねえど、お

めえ。 

 今見い行って、今回現地視察して、総務文教委員会、Ｂ＆Ｇ見て、ええな、こんなもんでき

るんじゃな、今度は次もここを改修しますというて大見え切って説明しょうったがな。せえ

で、すげえですねえって、それがおまえ、やっぱりそれは言うてもらわなおえんです。 

 それで、もしできんのじゃったら、この26年度にするんじゃのうて、26年１年間延期になっ

て、必ず26年できるから交付金でやらせてもらいますというんじゃったら、下山さん、いろい

ろ委員もわかる、納得できるかもしれん。 

 それと、もしおえんじゃったら、今臨時交付金で来た中で、それを充当して、その分だけや

らせてもらうんです。25年度で言うんじゃったらええけど、言ようること支離滅裂じゃが、お

めえ、そりゃあ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 済みません。 

○委員長（北川勝義君） いや、あんたや教育次長に聞きてえのは、市長、教育長、聞きてえ

んじゃ、副市長の考え方を、おめえ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） お願いします、一言。 

○委員長（北川勝義君） 何ぼ手を挙げとる、聞きょうんじゃ、おめえは。わしゃあ、もう聞

きょうる。 



- 27 - 

○教育次長（宮岡秀樹君） 済みません。 

○委員長（北川勝義君） 答えれるんか、おめえ。おめえは責任とれよ、おめえ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） いや、じゃあなしに、一言、一言だけ。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 済みません。先ほどの今回のこの事業が不採択で延期をさせてい

ただく、延期というか、先ほど説明しました３月でというようなこのことの御報告のほうが遅

くなりましたことは大変申しわけありません。今後、この事業が早急に実施できますよう努力

してまいりますので、よろしくお願いいたします。済みませんでした。 

○委員長（北川勝義君） いえ、わかりました。 

 市長、教育長、副市長、聞かせて、こういうやり方すんかな、考え方。これは市長が予算組

まれてやられとって、聞かせてください。 

 市長。 

○市長（友實武則君） はい、委員長。 

 このＢ＆Ｇのプールを初めとした改修ですけども、3,000万円のＢ＆Ｇの補助金を算入して

の予算立てだったんですけども、私もＢ＆Ｇのほうへ行って補助をつけていただくようお願い

もしてまいりましたが、先ほど教育次長の説明のように残念な結果になっております。まだま

だ何とかならんかというお願いはしてまいるんですけども、なかなか難しいという状況でござ

います。新年度になって、このＢ＆Ｇへの補助金を再度仕切り直しで要求してまいりますが、

それがかなわなかった場合、いつまでも現場をこのままというわけにはいかないので、そうし

た場合、どこかで見切りをつけて、ほかの財源を使ってでも改修しないといけないということ

から、この元気交付金を充てていくということも視野に入れて予算組みをつくってきているわ

けでございます。そうした中で、この吉井の海洋センターの改修事業、これについて、この元

気交付金を充当することで確実な執行ができるということで、今回説明をさせていただいてい

る次第でございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、市長、確実なというて、25年度事業はやらんのんじゃ

ろ。 

○委員（下山哲司君） 委員長、よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん。 

 25年度事業……。 

○委員（下山哲司君） 委員長も同じことを言ようると思うんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） 25年度事業はせんだろう。 

○委員（下山哲司君） 25年度は休むということじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 休むというこっちゃろ。 
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○委員（下山哲司君） 休むということに関して……。 

○委員長（北川勝義君） 地域の元気交付金は関係ねえが。 

○委員（下山哲司君） 来年、もし採択されたらこっちを使うし、へえでもらえなんだら元気

資金を使うし、こういう二頭立てでいく、来年を見据えるということじゃろ、なっ。じゃか

ら、もうもらう、どうもその辺がようわからん。それが来年もらえるという確約があるんな

ら、別にこれを充当するようにせんでも、ほかの事業へ充当しちゃりゃあええが。 

 それを言よんじゃ、僕は。赤磐市がしっかりいっぱい財源があって、おう、何でも市長はす

ぐ一般質問で質問したら、やりますやりますというて、検討しますというのを聞いたことが、

やります、あれだけ全部やりょうったら、銭があるんかのう、そりゃあ。そんなことは絶対成

り立たんと思うんじゃけど、その話はそっちへ置いといて、もっと銭がないうちでやりくりし

ていきょんじゃから、もっとやっぱり聞いたらぴんとするような話にしてもらわにゃあ、そね

えな生半可な、もらえたらそっちを使わせて、もらえなんだらこっちをするというような話じ

ゃねえと思うよ、事業のスタートが。その辺を言よんで、僕の言よんが間違うとんかなあ。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええかな、下山さん。 

○委員（下山哲司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） 今言われよることで、来年度もらうように努力してもらうというこ

とは、災害があって、ことし25年が流れたというたらおかしいんじゃけど、それについてはも

う皆理解しとんじゃけど、やっぱり第一の条件として、そういう理解しても、早目にこういう

ことでやらせていただきてえというのを言うていただかにゃおえん、本当一番簡単なんで、こ

こで臨時交付金のことを、元気交付金のことをつけときゃえんじゃ、交付金でな、今積み立て

せずにな。積んでやっときゃえんじゃ。ほんな事業できらあや。ほな、ひょっとしたら来年Ｂ

＆Ｇからくれるかもしれんが。くれたときに、二重なるからということで、それは政治判断

で、僕はそういう判断がえんじゃねえかと思ようるわけなんじゃ。 

 だけど、ただ、先にこうなったけん１年延ばしますというのは、やっぱり担当委員会には言

うてくれにゃおえんわ。視察までここをこう直しますよというて。それで、これは教育長、ど

う考えられとんか知らんけど、財政がどうこう言うんだったら、もう皆やめてしまえと言いた

いことある。 

 吉井中学校だけプールがないんですよ。プールらしきもんはあるで、プールらしきもんは。

せえで、ずっと井上市長のとき、荒嶋市長のときに、特に井上市長になってだ。お金がかかる

から、中学校は、スクールバスの中で一緒についでに積んでいってくれえって、中学校から積

んでいきょうるわけ。その時間もロスがあるわけ。プールがねえ中学校っていうたら吉井中学

校だけなんじゃ。Ｂ＆Ｇを使えって。せえで、Ｂ＆Ｇは１年延ばすやくそじゃというて言よう

る。言葉悪いけど、くそじゃというて言ようる、事実、そういうふうで。金がないんじゃった

ら、吉井中学校も廃校にしたら、これやけくその話ししょんじゃのうて。やっぱり言うんじゃ
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ったら、せにゃあおえんこと、中学校の必要条件じゃったら、プールの指導が要っていくんじ

ゃったらプールをつけなんだいけんけのんじゃ。必須条件の、必須までは言わんけど、必須条

件の一つと同じじゃあが。ねえんじゃったら、Ｂ＆Ｇまで運んでプールへ行かさんでもええ

が。 

 今、僕は前から絶えず言ようること。井上市長のときも言うてきた。友實市長、これは大事

な話、教育長も、僕が言いてえのは、赤坂がもし、赤中のプールがおえんなったらどうする

ん。砂川で泳がすんか。吉井のＢ＆Ｇまで連れていってやるんか。山陽まで連れてくるんか、

ふれあい公園まで連れてくるんか。どうするん。熊山の磐梨中学校がおえんなったらどうする

ん。山陽じゃったら。それを言いてえわけなんじゃが。わからんかな、言わんとしょうること

が。だけん、下山さんと同じことを今一個。 

 Ｂ＆Ｇでやるという考えで来たんじゃけん、Ｂ＆Ｇでもろうてください言よん。悪いけど、

僕は自慢話をしょんじゃねえけど、Ｂ＆Ｇの今もらうの、職員のとき、大阪もついていって行

った、そりゃあいろいろのこって、そりゃあ関係者がおって、空手しょうる者とか皆おって、

やっぱりもろうてくるんは一生懸命できるん、やり方。それで、今の市長とか教育長が悪いや

こ一切言ようらへん、そんな話は。もうこれは今の流れで、震災があったとこへ持っていくと

いうのは、これはもう誰が言うても道理が通るん、これはいたし方ねえ言ようる。やっぱり努

力してくれりゃええ。それから、今のやり方も、交付金に使うか、次のＢ＆Ｇのをもらうかと

いう、これも仕方がねえと思ようるわけ、基金積んどっていくのも、それも一つの方法じゃと

思よん。せえじゃなんぞええと思よんじゃけど。 

 ただ、中学校やこでも、そういうようなことをせずに、そっち使うというんじゃったら、や

っぱり何か考えにゃ、同じだけん、何か丼勘定、みそもくそも一緒じゃと思う。学校教育とい

うたら、そんなもんじゃねんじゃねえかというのを言いたかったわけなんじゃ、僕の言いてえ

のは。 

 これは、こん中に金をつくるつくるというて、もうわしもけちをつけるんじゃねえけど、元

気臨時交付金やこ、自分らのとこの都合のええときばあで臨時交付金使うてから、僕らのお願

いしてえことがいっこも使うてくれんというのもあるし、やっぱりちいたあな、我々もだてや

酔狂でしょんじゃねんじゃけん、議員の意見も聞いてくれたり、違やあ違うとか反映してくれ

ることをしてくれにゃおえんで、何にもねん。自分らの思いどおりで、・・・・・・と同じじ

ゃあ。そこは削除しとって、・・・・・・というのは。ほんま、・・・・・・もおるんじ

ゃ、・・・・・・・も。やっぱり考えにゃおえんで。そりゃあ、１カ所だけがようなるんじゃ

のうて、全部平等にやってもらわにゃおえんのんじゃねえかと思うんで、ここをちょっと話が

ピントがずれるけん、これもちょっとずれたこと言う。 

 吉井中学校のプールのことだけ、ちょっとどねえな考えがあるか、ちょっと教育長、聞かせ

てくださいよ。まさか知らんのんじゃなかろう、校長がしょうたんを、なっとったやこ、おめ
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え。 

○教育長（永島英夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 教育長。 

○教育長（永島英夫君） 私の引き継ぎで受けているのは、中学校のプールについては、壊れ

たときにもう改修をしないと。そのときにプールが使用不能になった場合は、バス等でＢ＆Ｇ

並びにふれあい公園のほうのプールで事業を行うというふうにお聞きしております。 

○委員長（北川勝義君） ちょっと待って。ふれあい公園、吉井町から連れていきょったら、

おめえ、吉井中学連れて行きょうたら、もう授業１日終わってしまわあ。 

○教育長（永島英夫君） いえいえ。 

○副委員長（松田 勲君） 中学校は、この近くの……。 

○教育長（永島英夫君） 中学校のプールが……。 

○委員長（北川勝義君） この高陽中学は、ほなプールがめげたら、今度は直さんのじゃな。

今言うたことを変えたらいけんど。今覚えたぞ、絶対に。 

 じゃけど、そういう話じゃなかろう。あんたら高陽中学校めげて、赤坂中学校めげたら直す

んじゃねえんか。おめえ、何を言よんなら、おめえ。 

○教育長（永島英夫君） 小修繕はするということで、委員長、大規模改修等になったとき

に、そういう方法を考えていくということでお聞きしております。 

○委員長（北川勝義君） ほな、学校も大規模改修やこせにゃえかったがな、耐震やって、お

めえ、そねえあほうな話すなっちゃ、おめえ。 

 悪いけど、今までこんなことは、吉井から市長が２人出とったから吉井は辛抱しょうったと

いうんは、市長も辛抱してくれえということがあったんじゃ、こりゃあ。副市長も吉井から出

たりしょうって辛抱してくれえってあったんじゃ。今度は、おめえ、ちいたあええげにしてく

れにゃあ、おめえ、吉井だけは、おめえ、今まで店が100軒あったら10軒ぐれえになっとん

よ。暗さも、この新聞じゃねえけど、支所も、45人ぐらい足したら20人いるでえ。新鋭の吉井

の者連れてきたというて、何が新鋭の吉井の者なあ。 

 やっぱり学校教育というたら、同じようにしていただきたいということを言うたわけ。せえ

で、バスで行くというて、ほんなバス代誰が出すんなら、負担すんなは。サービスで行けえじ

ゃろ、ええときにはよそのバスだけ使えというてやる、そんなばかな話がどこへあろうでえ。

別にええとか悪いとか言うんじゃない。やっぱりそういうことを考えてくれえということを言

ようるわけ。今までやっぱりどこでも市長が出とったら、自分とこを我田引水、自分とこを道

を直せ、そねえなことしにきいから、何ぼか考えよったんじゃ。今度は、そういうことじゃね

えとかというんじゃのうて、やっぱりちょっと公平にやっていただきてえということを言いた

かった。 

○委員（下山哲司君） ちょっと黙って遠慮しとった。 
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○委員長（北川勝義君） 辛抱しとったんじゃけえ、もうそれだけは考えなんだらいけんだね

えかというのを言いたかった。使うことはほかにもあるんじゃねえか言うたんで、ぜひそこは

考えてください。 

 これはあなたらのしょうる執行権に介入しょうるんじゃねえけど、やっぱり直すのは大事な

ことじゃということを言いたかったんで、大規模係るとか、つちより柄が重いことまでせえと

いうんじゃねえけど、やっぱり考えてほしいということ。Ｂ＆Ｇは、そういうために、学校教

育のためにＢ＆Ｇ使よんじゃねんじゃから、やっぱりもと根本が違うんじゃねえかという話し

したかった。 

○副委員長（松田 勲君） とりあえずは、この元気交付金で充ててやっていただくと。あっ

ちの財団のほうは、しっかりお願いするということでいいですわね。 

○委員長（北川勝義君） 初めからやらんというんじゃねん。やり方を言よんじゃ。 

○副委員長（松田 勲君） Ｂ＆Ｇは、やってもらうんじゃけど……。 

○委員（下山哲司君） もらえたら、基金をやるんじゃからな。 

○副委員長（松田 勲君） だから、その努力はしてもらうと。とりあえず……。 

○委員長（北川勝義君） 基金に回らんわあ、やっとったら。 

○委員（松田 勲君） いやいや、ですから、この臨時交付金でとりあえずやっていただくと

いうことでしょ。 

○委員長（北川勝義君） ちょっちょっと、ちょっといい。もらえたら、臨時交付金もあると

いうて、事業をしとったらいけんで。 

○委員（下山哲司君） じゃねえかな。基金対応だから、二頭立てだから。 

○委員長（北川勝義君） おん、わかるよ。向こうもろて、ああ、わかります。あっ、そうい

う意味か。じゃあ、それはまあいい。それは、じゃからその政策はええ言ようる、ええ判断じ

ゃ言う、その政策の判断は言よる。ほん、わかったわかった。 

 他にありませんか。 

○副委員長（松田 勲君） ほんなら……。 

○委員長（北川勝義君） あっ、まだ、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 事前に、なるべくわかれば教えて教えていただきたいということ

だけね。 

○委員長（北川勝義君） おえんのう、またくどうなるんじゃ。 

○委員（松田 勲君） そのつもりでなっとったから、皆ね。 

○委員（下山哲司君） みんなよりわしが一番よう……。 

○委員長（北川勝義君） これはおめえ、これはもうどねえ広報しとんじゃろうか。 

 ちょっとついでに、もう一個だけ。 

 何か教育次長、職員は知っとらあな、そういう、職員はこういうことは知っとるが。議員
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も、我々は今初めて知りょうったが。これ、利用者じゃとか、関係者というんか、きょう何か

周知か何かしとん。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 予算の上でのことで、皆さんがこういう計画があるんだなという

ことでは知っとられるとは思うんですが、我々が今回プールをいついつから改修をしますとい

うような、まだＰＲのほうは実際しておりませんので、プール改修は、詳しくいついつからプ

ール改修をしますというような周知はいたしておりません。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとじゃあけん、僕が、じゃあからそれを言ようる。僕らはそ

れを聞いとるから、してくれるというふうになっとるから、改修してくれるって、じゃあから

吉井中学校のプールがおえんのんをまだ辛抱せにゃいけんという考えを持っていきょうるわ

け。さっきちょっとエゴのことを言うた。吉井から市長が出とるけん我慢しとったんで、そこ

まで言い過ぎるけど、今言うたわけ。ほんなら、吉井の、今しょうるＢ＆Ｇがおくれてめげる

のが、おえんなったときはほんなどうするん。吉井中学校の子は、ほなどねえするん。言い出

したら、そういう話ししょうる。 

 じゃから、それと、僕らはもうできるから安心すりゃええという話をしとんのに、今度は、

ようなるからというて言よんのに、利用もようしちゃってくれ言よんじゃから、もっと早う言

うてくれてほしかったというのを。 

○副委員長（松田 勲君） いつできるかわかりゃあ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 申しわけありません。早く、今度は。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、違う違う。申しわけねんですけど、そういう意味で言よ

んじゃねん。別にあんたを責めよんじゃねんじゃけど、もっと早う、議員にも言うてほしかっ

たなあって、関係者はどこまで知っとんかなというのを言いたかったんで。来年してしょうっ

たら、いつになるん。時期完了もするとは、元気臨時交付金でしょうと、Ｂ＆Ｇの交付金、い

つごろ完成するん。 

○教育次長（宮岡秀樹君） やはりプールを使わない時期に改修を行いたいと思っております

ので、やはり年度終わりまでかかるようになると思います。11月からプールは、あそこは、Ｂ

＆Ｇは11月からかな。11月ぐらいからの工事、11月以降の工事になると思いますので、やはり

年度末近くまでかかるというふうに……。 

○委員長（北川勝義君） 前と同じじゃろ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） いや、じゃけん、僕は何でこれ流れたの、早う、またくどい言い出

したんは、言うてくれなんだかなと思うた。よろしいわ、僕は。 

 他にありませんか。 
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              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、管財課のほうの。 

○管財課長（末本勝則君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、末本課長。 

○管財課長（末本勝則君） 管財課から赤磐市行政財産使用料徴収条例の一部を改正する条例

について御説明をさせていただきます。 

 この改正は、昨年８月に交付されました社会保障の安定財源の確保等を図る税制の抜本的な

改革を行うための消費税法の一部を改正する等の法律等の施行に伴いまして、消費税率等につ

いて所要の改正を行うものでございます。12月議会に提案させていただく予定といたしており

ますので、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 説明が終わりました。 

 何か質問ありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 今度また、あれすんじゃろうな。正誤表で出す、正誤の前後で出す

わけじゃな、改正。 

○管財課長（末本勝則君） はい、はい。 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで管財課のほうを締めたいと思います。 

 ここで、１時まで休憩とします。 

              午前11時53分 休憩 

              午後１時０分 再開 

○委員長（北川勝義君） 再開します。 

 それでは、税務課のほうで赤磐市税条例の一部を改正する条例と国民健康保険税条例の一部

を改正する条例の説明をお願いします。 

○税務課長（藤原義昭君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、藤原課長。 

○税務課長（藤原義昭君） 税務課からは、地方税法の施行令と施行規則が改正されたことに

伴い、赤磐市税条例と赤磐市国民健康保険税条例の一部改正を12月議会に提案を予定しており

ます。 

 市税条例の改正の主な内容といたしましては、個人市民税として２点ございます。 

 １点目として、公的年金に係る特別徴収制度の見直しを行うもの、２点目は金融所得課税の

一体化を推進するため、株式や公社債等の課税方式の一体化及び損益通算等の範囲の拡大につ

いて、地方税法の一部が改正されることに伴いまして、所要の規定の整備を行うものです。 

 国保税の一部改正ですが、市税条例改正で申し上げたとおり、金融所得課税の一体化に伴う
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改正で、所要の規定の整備を図るために提案をする予定としております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 何か質問ありませんか。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、これで終わりたいと。 

 ちょっと１点聞かせて。ちょっと違うこと。 

 この条例が変わるときに、といったらちょっと全然違うんじゃけど、これはもう、この質問

じゃねんじゃけど、確定申告しょうる人は、もう今度何か帳簿か何かつけにゃおえんのんかな

あ。何か条例改正になって……。 

○税務課長（藤原義昭君） 記帳義務につきましては、26年１月１日から事業、農業所得等は

全てで記帳するようになります。 

○委員長（北川勝義君） じゃあ、確定申告しょうる人は要るというこっちゃろ。 

○税務課長（藤原義昭君） 住民税申告もそうですけども……。 

○委員長（北川勝義君） 26年１月１日から帳簿管理が要るということ。 

○税務課長（藤原義昭君） そういうことです。今でしたら、300万円から制限があったんで

すけど、その制限がなくなりまして、全ての方という方になります。 

○委員長（北川勝義君） ほな、もう……。 

○税務課長（藤原義昭君） ですから、この26年２月17日から申告には関係はございません。 

○委員長（北川勝義君） この申告には関係ねえな。 

○税務課長（藤原義昭君） はい。 

○副委員長（松田 勲君） ３月、次の。 

○委員長（北川勝義君） これは必須義務というのは何になるん。 

○副委員長（松田 勲君） 帳簿。 

○委員長（北川勝義君） 帳簿はどういになるん、これ、関係ねえ。100％ということ。 

○税務課長（藤原義昭君） もう全ての方……。 

○委員長（北川勝義君） できてなかったら、罰則か何かあるということ。 

○税務課長（藤原義昭君） そこまではちょっとまだ聞いてないんですけど、申しわけないで

す。 

○委員（下山哲司君） 税が多ゆうなる。 

○委員長（北川勝義君） 多ゆうなるんかな。 

○副委員長（松田 勲君） 控除がなくなるいうことや。 

○委員長（北川勝義君） 300万円を超える方じゃ。 
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○委員（下山哲司君） 今までが。 

○税務課長（藤原義昭君） 今までが300万円で、26年１月１日からの記帳義務は、全ての方

とかになってます。 

○委員長（北川勝義君） 違う。300万円超える方じゃ、ここへ書いとんじゃもん。書類持っ

とんじゃろ。 

○税務課長（藤原義昭君） 今の現行法ではそうなんですけど、26年１月１日からは変わりま

すので。 

○委員長（北川勝義君） 全員が要るということ。 

○税務課長（藤原義昭君） そうです。 

○委員長（北川勝義君） 確定申告しょうるということは。 

○税務課長（藤原義昭君） そうです。住民税申告もそうです。 

○委員長（北川勝義君） ほな、農業の人で、10万円とかぐれえしか農業所得がねえ人がおろ

う。例えば石原君やこ10万円ぐらい農業所得があるとしょう。そうしたら、やらにゃおえんか

ら要るということ。 

○税務課長（藤原義昭君） そういうことになります。 

○委員長（北川勝義君） それは、わかりました。要らんこと言うて。 

○副委員長（松田 勲君） 26年度から……。 

○委員長（北川勝義君） 難しいな。 

○副委員長（松田 勲君） 年度末でいくから。 

○委員長（北川勝義君） それでは、次に移ります。 

 総務文教常任委員会の関係で教育委員会のほうのを一括でしてもらおうか。児童・生徒の問

題と補正予算、その他、１個ずつ行きます。１個ずつ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 児童・生徒の問題行動に関する調査結果、赤磐市だけでございま

すが、結果が出ましたので御報告を今します。 

 それから、12月に予定しております補正予算、それからその他と続けてやらせていただきた

いと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、坪井課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） それでは、昨年度、平成24年度の児童・生徒の問題行動等、

生徒指導上の諸問題に関する調査の結果について説明をさせていただきます。 

 資料のほうは、１ページをごらんください。 

 まずは、１番のいじめについてですが、いじめの認知件数は若干増加しておりますが、これ
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はどの学校でもいじめは起こるという視点で、児童・生徒に接したり、教育相談やアンケート

調査を定期的に実施したりした結果だと考えており、引き続きいじめの未然防止や早期発見、

早期対応に努めてまいります。 

 また、いじめを考える週間や人権週間などを中心とした計画的な取り組みや、インターネッ

ト、スマートフォンなどの携帯端末を利用する上でのマナーの向上に取り組んでいくよう指導

してまいります。 

 なお、括弧の中は、いじめの解消件数でございます。 

 次に、２番目の暴力行為についてですが、昨年度より、数値の上では大幅に減尐しておりま

す。これは校内での組織対応の徹底を図ったり個別の支援による心のケアを図ったりしたこと

が、一定の成果を上げていると考えられます。 

 反面、校外での問題行動や、グループ化して改善が困難なケースや家庭の協力が得られにく

い状況もあり、関係機関との連携をさらに推進していく必要があると考えております。 

 次に、３番目の不登校についてですが、これまで生活習慣の改善、教育相談体制の充実、そ

して初期対応の徹底により一定の成果が見られてまいりました。今後は、不登校の未然防止対

策と不登校児童・生徒の自立支援の充実に努めてまいります。 

 なお、括弧内は、児童・生徒100人当たりの出現率を示しております。 

 以上、簡単ですが、今回の調査結果について御説明させていただきました。よろしくお願い

します。 

              〔委員長交代〕 

○教育総務課長（奥田智明君） 委員長。 

○副委員長（松田 勲君） 奥田課長。 

○教育総務課長（奥田智明君） 続きまして、資料２ページのほうに、補正予算につきまして

12月議会に上程予定でありますので、説明をさせていただきたいと思います。 

 まず、教育総務課関係でございます。 

 まず、仁美小学校の校舎の耐震補強事業ということで、補強工事、それから工事に伴います

施工監理費、合計で7,597万3,000円、この補正予算をお願いしたいと思います。工事につきま

しては、例年どおり７月の夏休みに集中して行うというふうに思いますので、繰り越しのほう

もお願いできたらというふうに考えております。経費につきましては２分の１が交付金で、残

りが起債充当でございます。 

 続きまして、特別支援学級の増設に伴う備品整備ということでございます。見込みでござい

ますけども、４月から豊田小学校、それから高陽中学校、それぞれ支援学級のほうが増設の見

込みでございます。豊田小学校については、今まで支援学級がありませんでしたが、１クラス

になる見込みでございます。高陽中学校については、１クラスのとこが２クラスになるという

見込みでございまして、ともに部屋の確保はできておりまして、学級を運営する備品の整備と



- 37 - 

いうことでございます。内容的には、必要なホワイトボードでありましたり、それから共同の

テーブル、それからそれぞれ個人個人を分けますつい立て、それからクラスの時計等整備をし

たい。ほかのもんについては、現有の備品の活用を図りたいというふうに考えております。 

 続きまして、人事異動に伴う人件費の補正ということで、それぞれ費目ごとに補正を行いた

いというふうに考えます。 

 続いて学校給食センターのほうからでございますが、東学校給食センターの補正でございま

す。電気料560万円ということで、本年４月から稼働しておりますけれども、３月までの見込

みということで、この電気料のほうがどうしても不足するということで、当初見込んでおりま

した数字よりもオーバーするということから、お願いを申し上げたいというものでございま

す。 

              〔委員長交代〕 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 続きまして、その他でございますけれども、資料をもう一枚

おめくりください。 

 報告でございます。先般、平成25年度岡山県児童・生徒いじめ防止ポスター、標語の入賞者

の通知及び表彰式について、県の教育委員会のほうから連絡がありました。その中で、ポスタ

ーが県下6,000点を超えるポスターの中から、１枚めくっていただきましたら、ポスターの部

で岡山県教育委員会教育長賞、１点しかない賞でございますけれども、この賞に赤磐市立高陽

中学校３年生の生徒が選ばれましたことを御報告申し上げます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 執行部のほうから説明が終わりました。 

 質問を受けたいと思います。 

 委員の皆さん、一括して受けます。 

 何かありましたら。 

 澤委員。 

○委員（澤  健君） 最初に、赤磐市の実態のほうの資料ですけれど、非常に御努力いただ

いて、暴力行為の発生件数等が減ってきてるっていうのはすばらしいと思うんですけど、比較

っていうか、やっぱり例えば県平均とか、やっぱり全国平均と比較してどうなのかっていう見

方も大事だと思うんですよ。それで、今このいじめの認知件数とか、それから暴力行為はちょ

っと今すぐ比較はできないかもしれないですけど、例えば不登校の児童・生徒数の小学校とか

中学校っていうのは、24年度の県平均は幾つで、全国平均は幾つっていうのはおわかりになり

ますかね。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 委員長。 
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○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 平成24年度につきましての岡山県の出現率でございますけれ

ども、岡山県の出現率、小学校は0.45でございます。ちょっと数についてはとっておりません

けども、出現率について説明をさせていただきたいと思います。 

 岡山県は、小学校は0.45、中学校は、岡山県は2.6でございます。 

 それから、全国を申し上げます。全国につきましては、小学校の不登校の出現率は0.31でご

ざいます。中学校の全国は2.56という数字でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員。 

○委員（澤  健君） ありがとうございます。なかなか厳しいですね、やっぱり。倍という

ことですね。ほかのところも今後お願いできれば、そういう資料を出していただきたいなとい

うふうに思いますんで。 

 それから、もう一点よろしいですかね。 

○委員長（北川勝義君） はい。 

○委員（澤  健君） 例えばいじめでも結構なんですけど、この数出てきた中で、例えば男

女で何か、ほぼ半々なのかとか、やっぱり女の子が多いのかとか、男の子が多いのかとか、ま

たはエリアによって、どこのエリアというのは結構なんだけど、かなり差があるもんなのか、

ないもんなのか、そういう分析っていうの、ほかもわかればそうなんですけど、ありますか

ね、そういう、されているのが。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 男女については、資料等、男性、女性っていうことでの資料

等は上がってこないんですけれども、エリア的にはといいますか、どうしても暴力行為の件数

とか、特に暴力行為ですけれども、そういった件数が地域的な偏り等若干ございます。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員、よろしいか。 

○委員（澤  健君） 結構です。ありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○副委員長（松田 勲君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済みません。補正予算の中で、学校給食センターの補正で電気料

が560万円ですか、上がる予定になっておりますけど、かなり電気料としては大きい気がする

んですが、その辺の詳細がもしわかれば教えていただきたいんですけど。 

○教育総務課長（奥田智明君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 奥田課長。 
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○教育総務課長（奥田智明君） それぞれ月では若干違うと思うんですけども、一月で考えま

すのは、月当たり８万キロワットから10万キロワット。電気料にしますと、８万のときが

180万円、それから100キロワットのあたりが200万円程度、月当たり要っとるというふうな状

況が続いております。 

○委員長（北川勝義君） あっそう。そねえなことを聞きょんじゃねえ、聞きょんじゃねえん

で。 

○副委員長（松田 勲君） いや、そういうことを聞きょんじゃない。いいですか、もう一回

いいですか。 

○委員長（北川勝義君） はい、松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済みません。いや、そういうことじゃなくて、東給食センターが

できてから１年まだなってないと思いますけど、あそこは電化にしたと思うんでね、電気料が

上がる、電化にしたから電気料がかなり上がってきたんかなと。ただ、全体的に、例えば前ガ

ス使って、２つの給食センターが１つになったわけですから、本当は効率が上がらにゃいけん

はずですけど、電気料だけはぽんとこれだけ補正で560万円上がるわけでしょう。その辺の、

こう何で560万円も補正で上がるような、当初予算で組んでなくて、そういう上がるんかとい

うことを説明していただきたいんです。要は、２つを１つにして効率よく上げると。電化にし

ておるわけ、オール電化にしたわけですよね。そしたら、今まで例えばガスを使ってたらガス

代がこのぐらいに下がって電気料はこうやってプラス・マイナス、どこの差があるんですよっ

ていうんが大まかにわかるんでしょうか。 

○教育総務課長（奥田智明君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○教育総務課長（奥田智明君） 詳しいものはちょっと手元にありませんが、おっしゃるよう

に、２つ、桜と、それから熊山を一つにしたということはそうなんですが、熊山のほうがガス

でございました。ガスも含めて電化にすると、ガスとか重油、このあたりは相当安い単価でご

ざいましたので、現実的には２つのセンターを１つにして、同等ということじゃなく、もう

1.5倍とかというふうな、実際に設備が違うんでありますけれども、増加をしたと。だから、

２つを１つにして倹約ができたというふうな電気料のほうでは形にはなっておりません。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええ。そんな話ししょんじゃねえ。今言よんのは、桜と熊

山と。山陽と熊山として、山陽のほうは電気じゃったと、熊山のほうはガスじゃったと言よっ

て、電気は1,000万円じゃったと。こっちも電気もあり、ガスは500万円じゃというた。合わせ

て1,500万円じゃけん、そのくらいの電気代でいっとんかと、２つ合わせて安うになるんじゃ

ねえかというて松田さんが１つ質問しょうと。それで、オール電化じゃから、今奥田課長言う

たように灯油、重油よりは、ガスよりは電気のほうが高いからなっとんじゃから何ぼかという

率を示してくれ言うんじゃけど、何でここで急遽560万円ふえたんならということを言よん
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で、これから見通しじゃったら、11月、12月……。 

○副委員長（松田 勲君） 当初の見積もりが悪かったんじゃねえかというて。 

○委員長（北川勝義君） そうそう、予算の上程したんが甘かったんじゃねえんかという話

を、それを今松田さんは聞かれよんで。 

○副委員長（松田 勲君） いや、１つは、だからそれ甘かったんじゃねんかということと、

もう一つはプラス・マイナスしてどのくらいに……。 

○委員長（北川勝義君） どっちが差が出とらということを言よん。 

○副委員長（松田 勲君） 差が上がったんか下がったんか。２つを１つにしたんだから、下

がるんじゃねえかと思うんだけど……。 

○委員長（北川勝義君） 上がっとるな。 

○副委員長（松田 勲君） オール電化したから上がったんかというて、光熱費。 

○委員長（北川勝義君） はい、次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） オール電化にして光熱水費が上がったか下がったかと申します

と、電気料のほうが高くついておりまして、灯油、ガスで使用していた、以前の給食センター

に比べて約２倍の光熱水費がかかるようになっております。 

 それから、当初の見込みが悪かったのかと言われますと、これはちょっと言いわけ的にはな

るんですけど、予算を組むのがこの10月ごろに、もう来年度予算を組んでおります。その時点

で見通しとしては、中央の給食センターがオール電化にしておりますので、そこを基準とし

て、つくる量とかいろんなことを考えて約1.5倍ぐらいの予算を組んでおりましたが、基本と

なる基本料金というのがあるんですが、500万円までと500万円を超えた部分が、値段が相当違

いまして、その500万円を超える部分というような設定の基本料金となりました。そういうよ

うな関係もありまして、電気代のほうが月当たり、先ほど総務課長のほうが申しましたように

190万円ぐらいが必要となったということで、当初の見込みのほうも見込み誤りということで

は、もうおっしゃられるとおり見込み誤りということになっております。 

 以上でございます。 

○委員長（北川勝義君） ええか、松田さん。 

 松田さんが言よんのと僕と同じことを言よんじゃがな、前から。大体、この設計図がオール

電化、何でオール電化にするん。高うなるため、何であえてするんが不思議でかなわんの。 

○委員（下山哲司君） 管理がしやすい。 

○委員長（北川勝義君） 管理がしやすいとかしにきいとかというんで、何でそういう設計

を、運営費だけで毎月、光熱水費だけで200万円高うなると2,400万円よ、光熱水費に。どこの

一般企業がやりょうて、企業が民間でやりょうたら、おめえ、こんなもんするもんか、そね

え、どこのメリットがあって、じゃから何事するんでもメリットとデメリットを教えてくれえ

という話をしょうるわけなんじゃが。２つを１つになりゃあ安うなる。 



- 41 - 

○副委員長（松田 勲君） 安うなるかと思った。 

○委員長（北川勝義君） 大体今言いよんのは、オール電化でいろいろなことあらあや、そり

ゃあ。だけど、今は赤磐市に僕の持論を言わせりゃあ、大体、する言うけん、井上市長さんが

する言うけん、ふんふんというて、もう言わん。大体もう給食センターやこ、自分でするん、

相反したことしょうら、あんたら執行部行政は。今はもう何か言やあ、指定管理とか委託と

か、ごみでも委託へ出すんじゃろう。委託するようにして、今民間がしてくれる、安うして、

どっこも。直営やこしょうるとこへ、学校を行革審の中で委託せえというのも出とろう、考え

方が。安いから、そっちのほうが、というのもあったりするからよう考えて。せえでも、あん

たら、これ踏み切って、井上さんのときからやったんじゃろう。だから、メリット何ならとい

うて。それで、下山さんが言うことじゃ、管理しやすいけんというて。管理しやすいけん、や

っぱりそこらは何らかなかったらいけんということを言いてえわけなんじゃ。設計屋任せにし

とんか、どねんしとんか知らんけど、僕の考えでは、これからいろんなことがある。学校や病

院までしていけえ言わんけど、学校やこは指定管理、学校じゃなかった、指定はしちゃあいけ

んけど、給食、中の給食部門じゃとか、やっぱりいろいろのことができることは指定管理でし

ていくべきにせにゃ、いつまでたってもそうせなんだら、人間さんはぎょうさんいって、人件

費ふえりゃあや。せえ、関係ねえごみんときは、年間１億円払うて委託するんじゃってうそぶ

きょうるけど、どっちがええんかというのは、やっぱりよう判断してもらいてえと思うた。そ

ういうなんも判断して、今のオール電化にしたんじゃろう。何らかのことがあったんじゃろ

う、そのプラスするというとき。 

 せえで、早い話が、1.5倍でかかったんが、しとったんか、1.8倍かかるんか知らんけど、当

初の予算の計上が甘かったというのが結論になってくるんじゃ。これじゃあずっとなるんじゃ

ろう。 

 せえで、今要らんこと言うんじゃけど、どねえもならんじゃろ、これは契約料で今上がって

いくけん。昔は、もう今は会社がよう潰れよるけんおえんけど、会社が入って電気を買うてや

りょうた、あるわな、蓄電器みたいなのを置いてから発電する、和気の鵜飼谷温泉やこでもや

りょうた、そうやってな、年間契約、今はそれはねえわけじゃろ。これは勝手に下がったわ

け。500から高うになるというのは、勝手に変わったわけ。前からあったんじゃろ。どんな、

前からあったんじゃけん、率が変わったんかもしれん、急に変わりゃしません。それも計算し

て予算できとるということを言いたかった。せえで、安いんがええとは言わんけど、そうなっ

てくるんかなと。 

○副委員長（松田 勲君） ２つを１つにするんだから……。 

○委員長（北川勝義君） 安うになると思うよな。 

○副委員長（松田 勲君） 光熱費安くなるんかなと思ったんじゃけど。 

○委員長（北川勝義君） 数もなあ。 
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○副委員長（松田 勲君） 逆に高くなる、そんなに高くなるとは思わんかった。 

○委員長（北川勝義君） 灯油とあれじゃけんな。 

○委員（下山哲司君） 関連した話。 

○委員長（北川勝義君） 下山さん。 

○委員（下山哲司君） 専門分野の話になるんじゃけど、さっきも言うたように、500キロ超

えたら高うになるんじゃ、基本。設計時点で、500キロで、要するにタイムラグを起こして、

大きい容量のものを同時に使うたら、その一番ピークのときだけとられるようになるんじゃ、

基本料というのは。 

○委員長（北川勝義君） ピークのときは。 

○委員（下山哲司君） それが30分間続いたら、それがピークの基本料金になるわけ、500キ

ロのな。 

○委員長（北川勝義君） そうそう、高うてもな。 

○委員（下山哲司君） だから、そのタイムラグをするように設計にしてあるはずなんよ。 

○委員長（北川勝義君） それをしてねん、使うてねんよ。 

○委員（下山哲司君） できとる。 

○委員長（北川勝義君） いや、違う違う。じゃけん、今言よんのが、今500というて、どこ

で決めたんならというて今とるの、最悪でも今一番尐ねえ時間でも何時間使うた、それを基本

で高うとるが。率が上がっていくが。じゃけん、それ変わっていきょうる、全部で今タイムラ

グの話ししたんでどうなっていきょう。これずらせるんじゃねえんかという話ししょうたん。

できとったんじゃねえんか。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 次長。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 今おっしゃられるデマンド値の、これについてはできておりま

す。ブザーで知らせるようになっておりますので、最高の予定しているとこを超えないように

工夫をしてやっておりますが、今のところ４月以降で超えたことはありません。 

 しかし、先ほど言った基本的な供給電力の基本となる部分というのは、もともとは中国電力

との話になるんですが、800幾らということで、うちの建物の……。 

○委員（下山哲司君） 設備容量じゃ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） そうそう、設備容量が……。 

○委員（下山哲司君） 設備容量じゃないんで。 

○教育次長（宮岡秀樹君） その800ということを中国電力……。 

○委員長（北川勝義君） あれ、ちょっちょっちょっと、話の途中なんじゃけど、向こうの給

食センターは何かな。オール電化じゃねえん。 

○副委員長（松田 勲君） オール電化。 
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○教育次長（宮岡秀樹君） オール電化です。 

○委員長（北川勝義君） オール電化じゃろ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。あそこは、ですから500以下ということになりますんで、

そこがですから大分違います、金額的に。だから、こちらのほうが設備が大きいんで、500で

おさまらないと。 

○委員（下山哲司君） 最初から500を超える予定になっとん。 

○教育次長（宮岡秀樹君） いや、もともと中国電力いわく……。 

○委員（下山哲司君） だから、設備容量が800あったら、タイムラグで……。 

○委員長（北川勝義君） それ、400でも500……。 

○委員（下山哲司君） ピークを30分間続けんようにしないと。それで、続かんようなあれに

するんよ。 

○委員長（北川勝義君） 鵜飼谷なんかそうやったんよ、そうやって皆。 

○委員（下山哲司君） 使用するのを。 

○教育次長（宮岡秀樹君） それは使用で、また使用のこの電力の部分で、これを超えるとい

うのがあるんですが……。 

○委員（下山哲司君） じゃあないんです。総使用量じゃないんじゃが。 

○委員長（北川勝義君） 総使用量、違う違う。 

○委員（下山哲司君） デマンドなんじゃから……。 

○委員長（北川勝義君） 今言よる、こっちがおうとる、今言よんのは、鵜飼谷で皆そうやっ

ていくんじゃ、時間、使ようる時間をとって平均を出したとこの30分、一番ピークのとこをと

るんじゃ。 

○教育総務課長（奥田智明君） 委員長。おっしゃるようにデマンドコントローラでその辺は

管理をして運営をしております。 

○委員（下山哲司君） じゃあから、それが最初から超えとったんかというて聞きょんじゃ、

予定が。800というのは設備容量じゃから、全部ある、使わんもんも皆入れての……。 

○教育総務課長（奥田智明君） 済みません。 

○委員長（北川勝義君） 奥田課長。 

○教育総務課長（奥田智明君） 当初、本当に当初の見込みが悪かったんですが、予算当時

に、今のその電力の設定の数値が決定してないままの予算の編成ということが原因だろうとい

うふうに思います。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、それはこの追加じゃ、そうじゃのうて、今言よる、どこ

でもしょうるのが、契約してやって、最初のときいきょうるが、ほんな何でこねえに高うにな

ったんなら、百何万円も高うになって、あったわけ、鵜飼谷。言ったら、その間のとこの上の

ときが時間が物すごい高かって、平均をとるんがといったら一番高いとこをとるが。じゃあか
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ら、今言よったときに、あれ、英国庭園、英国庭園もそういうことがあったろう。山田支所

長、あったろう。山田支所長、今言ようること、実際あって……。 

○熊山支所長兹赤磐市民病院事務長（山田長俊君） ようわかります。 

○委員長（北川勝義君） じゃあから、そのとき使いよるのが、コントローラつけとんのに、

どねえ使い方かわからんけど、それをうめえこといっとったらな、こうならなんだかもしれ

ん。何ぼか出るけど、やり方が悪かったけん、平均をとってくれりゃええが。前言うたが、平

均とってくれえて、平均とれといったら一番上をとるというてあれじゃったけん。 

○委員（下山哲司君） 委員長、今次長が言ようるのは、超えてないって言よんじゃから。 

○委員長（北川勝義君） 超えなんだらなりゃへんがな。 

○委員（下山哲司君） いやあ、いやいや、じゃあない。じゃから、その予算を立てる部分が

尐なかった言よん。 

○副委員長（松田 勲君） 最初の見込みが甘かった。 

○委員（下山哲司君） 甘かったんじゃな、見込みが。じゃから、予定どおりではいきょうる

ということじゃろ。 

○副委員長（松田 勲君） いや、500は超えとんじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 超えてない言よんじゃ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 500というのは、もうこれはもう……。 

○委員長（北川勝義君） 契約電力は超えてねえん。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はなから契約が500の契約はしてもらえない。650のこの契約しか

できないんです。それで、本当は向こうは800はしてほしいと言われとるんですけど、そこま

でになると、うちは高過ぎるので、これ以上は使いませんから650でということで、650の…

…。 

○委員長（北川勝義君） 違うなあ。また言よん、それは違う、それ。そらあ、今までいきょ

うたん。 

○委員（下山哲司君） それは次長、何か勘違いしとんで、デマンド契約というのは、デマン

ドというものがついとる。それが30分以上持続したのが基本料になる。じゃから、30分以内に

カットすれば、契約は500キロ落ちると。だから……。 

○委員長（北川勝義君） 一番最高のピークのときにとる。 

○委員（下山哲司君） ピークが30分間以上持続したとこをもって基本料とするという契約に

なっとる、通算は。 

○教育総務課長（奥田智明君） 最初から契約電力の設定をされるんじゃ……。 

○委員（下山哲司君） せん、それはおかしいわ。それだったら、デマンド契約の意味がねえ

が。デマンド契約というのは、デマンド計というのがあって、デマンド計が30分間以上した最

高のピークのところを30分超えた部分が基本料ということになっとんじゃ、通算の契約では。 
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○委員長（北川勝義君） せえで、前聞いたろうがな、何か安いときの平均できんかというた

らなあ、平均できん言うたんじゃろ。 

○委員（下山哲司君） 650キロで契約せえというて。昔のはトランス契約の話をしょんじゃ

ねえよ。トランス契約なら、650キロの契約をしてください、500キロにしてくださいという話

になるんだけど、それはならんよ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） ちょっと調べます。 

○委員長（北川勝義君） ちょっちょっちょっと……。 

○委員（下山哲司君） それはわしのほうが詳しい。 

○委員長（北川勝義君） せえで、今のことを言よんのが、前、英国庭園もあったし、鵜飼谷

もあったり、皆あったんじゃ。何でこんなんふえるんならというて、最高のとこの、今言うた

中間とってもらやあええが、平均というたら、おえん、一番最高のとこときしかとらんのんじ

ゃという話で、むちゃじゃなあという話出て、どねえしようも、これだけはできんのんじゃと

いうことで契約して、というあれになったんで。 

○委員（下山哲司君） 多分、今30分になっとると思うけどな。 

○委員長（北川勝義君） 何かちょっと時間のことを。 

 せえで、いろいろなことがあるんじゃけど、当初の計画も甘かったんもあるんかもしれん

し、それは今さら甘いの、電気料金払わんということはできんのんで、よう今度は一遍次の委

員会までにどういう契約しとるとかというのを調べてもろうて、僕は下山さんと同じ、言いた

かったのは、おえんのんじゃったらコンセントを一遍切りゃあな、その間だけ、29分で切りゃ

あ、30分だ、25分で切りゃあええということをちょっと言いたかったわけなんじゃ、やり方

が。そうせなんだら、もうこれ民間じゃったら絶対そうする。もう民間じゃねえから、もう使

やあええと思うて、そりゃあなるという気持ちがあるんじゃねえかと。今後また、大変申しわ

けないけえど、下山さんも、松田委員も言われたのは、僕も言よんじゃけど、次の委員会まで

にちょっと調べてもろうてやっていただくということで。 

○委員（下山哲司君） わかってねんじゃ。 

○委員長（北川勝義君） じゃけえ、下山さん、わかってねえが。それで了承してもらえるか

な。 

○委員（下山哲司君） ええよ、ええよ、僕は。 

○委員長（北川勝義君） 皆さん、それでよろしいか。 

              〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） ほんな……。 

○教育次長（宮岡秀樹君） わかりました。 

○委員長（北川勝義君） 奥田さんも帰ってもろてくれ言うてあげられよ、調べに帰らずに、

ということです。 
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 他にありませんか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） 今奥田さんがいないんであれなんですけど、補正予算のとこで特別支

援学級の増設に伴う備品整備っていうことで、あの備品整備はもうこれしていただいたらいい

と思うし、特別支援学級の増設っていうのも御努力されてるんだろうなと思うんだけど、特別

支援学級が途中からできてくるっていうことですよね、これ。それ、ですよね……、えっ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 来年度から。 

○委員長（北川勝義君） あっ、来年度からか。 

○委員（澤  健君） あっ、来年度の話なんですか、これ。 

○委員長（北川勝義君） 来年度の用意しょうることか。 

○委員（澤  健君） 来年度をやるために、あっ、そういうことか。 

○副委員長（松田 勲君） それはそうだよな。 

○委員長（北川勝義君） 黒板やこ買うというのは来年、ああそうかそうか。 

○委員（澤  健君） ああ、そういうことか。ああ、わかりました。わかりました。 

○委員長（北川勝義君） いやあ、僕も同じこと思うてな、途中で前、何かそんな話ししとる

なあ。 

○委員（澤  健君） ほんなら、結構です。 

○委員長（北川勝義君） もう一遍、一個聞きます。 

 仁美小学校のはいつごろできるんかなあ。どうせ繰り越しになろうから、いつ……。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 繰り越しになりまして、先ほど課長のほうが説明しましたよう

に、夏休みの期間に、音が出る部分のを大まかなとこが終わると思いますんで、あとは、夏休

みだけでは済みませんが、子供たちに影響が出るようなところは夏休み中に終わらせて、まず

10月末で一応完成する予定になっております。 

○委員長（北川勝義君） ほんな設計はできとんかなあ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） あっ、もう当然……。 

○委員長（北川勝義君） せえで、もうあとは発注するだけかなあ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） はい。工事発注のほうをして……。 

○委員長（北川勝義君） せえで、工事発注を本年度内にして、せえで繰り越しするというこ

っちゃな。 

○教育次長（宮岡秀樹君） これも繰り越しです、はい、繰り越しでお願いします。 

○委員長（北川勝義君） 繰り越しはわかるんじゃけど、本年度に入札するわけじゃな。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 入札は今年度にやる言よったかなあ。 

○委員長（北川勝義君） やろうが、本年度やらなんだら、何のために設計できて……。 
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○委員（下山哲司君） 来年じゃ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 来年でも十分間に合うからなあ。入札は来年じゃねえだろうかな

あ。来年でなかったかなあ。 

○委員長（北川勝義君） 来年間に合うんじゃったら、来年つけれりゃええが。おもしろいこ

とを言ようる。 

○教育次長（宮岡秀樹君） これは補助金のほうをもらう……。 

○教育総務課長（奥田智明君） 済みません。委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○教育総務課長（奥田智明君） 仁美の発注については、３月から準備で、４月発注ぐらいに

今できると思っております。それで、完成を10月末ぐらいに計画しとります。 

○委員長（北川勝義君） 何でそねえ４月発注にするん。 

○教育総務課長（奥田智明君） １つは、ことしまだそれぞれ県下的にも工事が多いというふ

うなことから、その時期がそういう考えもありますし……。 

○委員長（北川勝義君） いや、ちょっと待って。いや、県下に多いや尐ねえやこということ

を聞きょうらへん。わし何が言いてえというたら、またこういうことで１社入札でもするんか

というて、ということを聞きょうるが。赤磐市の貴重な金で赤磐市でやってもらうんじゃった

ら、赤磐市の中で指名競争入札でもやってもりゃええし、ＪＶで組んでやってもりゃええしと

いうことを言いたいんで、そうしたらできるがなあ。岡山市やこうの、名前も聞いた岡山市か

ら皆来て、またこう言うたら岡山市のその業者が僕を批判するような手紙や、言うて回られる

けど、悪いけど、何ぼでもできる能力持っとんじゃから、市内でやったら、それはむちゃもや

らずに市内の業者もやってくれて、仕事がスムーズにいくんじゃねえかということを言いたか

ったわけ。わからんかな、言ようること。わかりょうらん。質問がわかりょうらん。 

 今やったら、一般競争入札と同じようで、申し込んどったけど、高いけえ、東京オリンピッ

クで向こう向こうへ行くけん高えけん、もう福島県、仙台へ行くけえ高えから、今一般競争入

札する言ようてから、直前になって１社入札みたいになる場合がある。じゃけど、指名競争入

札やって、赤磐市の業者、建築持った方をやっちゃりょうったら、入札に参加してくれるけ

ん、それも設計ができとんじゃから、設計ができてんのに、何で４カ月、そんなに延ばすとい

うた。赤磐市にすりゃ、２月でも３月でもできるんじゃねえんかな。何でそれまで延ばさなお

えんの、４月まで。別に僕は延ばす根拠を教えてもらいてえという。 

○委員（下山哲司君） 事業年度をまたぐってもええんじゃろ。 

○委員長（北川勝義君） 何言よん。それは繰越明許、明許繰り越ししたら同じまたぐらあ

や。それを繰り越しとるんじゃ、明許繰り越し。 

言うてみねえ。 

○教育総務課長（奥田智明君） いや、その事業年度というよりも、発注をして、業者のほう
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が段取りをして、今の現地を確認して、工場で例えばブレスを作成して、７月に着工ができる

日にちを逆算すると、そのくらいで間に合うかなというふうに考えます。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、じゃあけん、今設計はできとるわけじゃろう。 

○教育総務課長（奥田智明君） できとります。 

○委員長（北川勝義君） 設計はできとる、予算はあるわけじゃろ。なぜ入札せんのんという

て。設計はできて、予算があって、なぜ入札はせんの。それとも、岡山の大手企業が手を挙げ

るのを待ちょうるわけか。赤磐市の業者、建築しょうる業者、誰がおらあ。何で一般競争入札

ならというて聞きょんじゃがなあ。指名競争入札でもええし、ＪＶでもええじゃねえかという

て。何でいっつもいっつも一般競争、一般競争入札で今度はこの規模で入れるというたら、赤

磐市の１社しか入れなんだら、入れんわけじゃろうがな。ほんな、この間も相当ない、岡山の

ほうから来て、皆とって、入札のときは参加しませんというて、同じことが起きるわな。い

や、言ようることわからん。 

 いや、次長、わかったら答えてくれ。そこでぐじぐじ言わずに答えてくれえ。 

○教育次長（宮岡秀樹君） 申しわけないです。業者がわからんので……。 

○委員長（北川勝義君） いや、業者はわからん、今そうなりょうるがなあ。一般競争入札じ

ゃったら、おめえ、一般競争入札の条件つきじゃったら、そうなる、どっからでも来らあ。 

○委員（下山哲司君） 予算に県の指導がついとんか、こりゃあ。 

○委員長（北川勝義君） つくわけねえ、そんなもん。 

○委員（下山哲司君） 最近はついてこんのん。 

○委員長（北川勝義君） ええ、そこでごちゃごちゃごちゃごちゃ話ししょうりゃあええ。悪

いけど、あんたらが夏のときに、よそんとこへ子供や生徒や、近所に盆のとき音が聞こえるけ

ん、そのときは防音しよう、休みましょうというのはええこっちゃ。そこまで気ぐらいするん

じゃったら、赤磐市の税金を納めてくりょうる法人税、住民税納める支店があるとことか、そ

ういうことを重要視して入れなんだら、何でも一般競争入札で、一般競争入札一本で、何か鬼

の首とった、・・・じゃねえけど、出とる話じゃねえけど、これは削除してください、後から

言うが。・・・じゃねえけど、おめえ、今、・・・か、・・・じゃねえけど、今なっとるよう

なことがなるんと一緒じゃねえか、おめえ。 

 赤磐市の業者は絶対赤磐市へ支店、本店を置いたりしてる業者には、絶対に、点数がねえけ

んさせちゃらん、仕事が、発注がなけりゃ、できる点数もふえん。経験年数、させん。そし

て、岡山県のあるとこの業者ばあ連れてきちゃる。それはおかしかろうがなあ。これ、赤磐の

建設業界の者にも聞いてもろうてみい。おん、そりゃあ、いやいや、あんた間違うとる。市が

やりょうること正しいんじゃと。そりゃあおかしいんじゃねえん。 

 こんなこと言うたら、下山さんのお手の物じゃけど、執行権の介入じゃ言われたらおえんけ

ん、そこまで言わんけど、どうもこういう考え方ばあしょうったら納得できんでえ。あんたら
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の失敗は間違い、何でもええ、こらえ、また今度はこうじゃ、間違いじゃったんじゃというて

断りしたりする。せえで、今度ら、我々が言ようることは一向も聞かんというのは、そりゃ

あ。 

 どうも先ほど言うた話じゃねえけど、もっと余った金は、違うとこへ使いますがなあ。それ

から、市内の業者へ対応、大風吹いたらおけ屋の論理で従業員も使うてくれる、材料も買うて

くれる、飲食もしてくれる、そうしたら大風が戻ってくるが、赤磐市の税金。 

○副委員長（松田 勲君） まあええが。12月の補正で、しっかり説明してもろうたらええ。 

○委員長（北川勝義君） 補正、説明してくれても、今言ようるのは、どういうことかとい

う。それは４月にするというて、わしは言いよる。４月は納得できん。何で４月ならという

て、一般競争入札するには、一般競争の条件、それを教えてください、今度は。よう納得いか

んから。 

○副委員長（松田 勲君） 12月の補正で、しっかりと説明できるようにしてください。 

○委員長（北川勝義君） 何か、もうやりょんのが、どうもようわけわからん。 

○委員（下山哲司君） それはもう、もうほんなこれは置いてえて、今のさっきのをしてきた

んだったら、説明をちょっとしてもらやええが、さっきの。 

○委員長（北川勝義君） それはえんじゃ。僕のはもうええけん。えんじゃけど、別にわしゃ

業者に味方しょうるわけじゃ、どねえでもえんじゃけど、市内へ落としちゃりてえというのを

言ようるだけ。 

○委員（下山哲司君） 勉強してきてねえけえ、またこれらもちょっと保留してえ。 

○副委員長（松田 勲君） もう12月の……。 

○委員（下山哲司君） 12月で……。 

○副委員長（松田 勲君） 余りやり過ぎたら……。 

○委員長（北川勝義君） いやいや、一般競争入札ばあしたらな、仕事がもらえんようになっ

てしまうがな、市内が。税金払うんが……。 

○副委員長（松田 勲君） 何か理由があるんでしょうから、それをきちっと説明できるよう

に、12月の補正できるようにね。 

○委員（下山哲司君） 工期については、夏休みにというのはようわかるし、もうそれは今か

らしとってみても、長えのを抱えとっても困るから、それはもうようわかるんで。また、別途

……。 

○副委員長（松田 勲君） そねえに説明をできるようにして……。 

○委員（下山哲司君） その件は、もうそうしましょうや。 

 へえで、今さっきの何か資料持ってきたんだったら、ちょっと説明、ついでにしてもろうと

いたら。 

○教育総務課長（奥田智明君） いや、済みません。というような答えじゃなかったので、そ
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れも含めて12月に詳しく説明させてください、申しわけないです。 

○委員（下山哲司君） 委員長、ええです、それで。 

○委員長（北川勝義君） 他にありませんか。 

○委員（澤  健君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 澤委員。 

○委員（澤  健君） ちょっと勉強不足というか、教えていただきたいんですけど、特別支

援学級が来年度に増設されるということはわかったんですけど、例えば高陽中が１クラスから

２クラスになるというような、こういうのって、何か国の基準みたいなものがあって、それで

決まっていくっていう形になっているんですか。もうそういうことなんですね。 

○教育総務課長（奥田智明君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○教育総務課長（奥田智明君） 岡山県のほうで、１クラス、例えば定数８とかというふうな

基準がありまして、それに基づいて行っております。 

○委員（澤  健君） 定数で決まっているっていうことですね、定数。 

○教育総務課長（奥田智明君） そういうことです。クラスのほうは、はい、学級の定数で

す。 

○委員（澤  健君） わかりました。ありがとうございます。 

○委員長（北川勝義君） 定数決まっとったら、例えば10人やったら、８人というたりする場

合もあるんじゃな。ねえけど、６、６にしょうけど。いや、６、６にするけど、そういう、い

や、６、６にするけどな、そういうこともあるわけじゃろう。もう変な話じゃなあ。 

○委員（下山哲司君） すぱっと２つに割る……。 

○委員長（北川勝義君） いや、何で僕、何で言ようるというたら、学校が、Ａ、Ｂ、Ｃの学

校があったとしよう。ここは８人、８人、８人じゃって、１個ずつでええけど、例えばここは

３人しかおらんでも１つあるわけじゃろう。 

○委員（下山哲司君） それは、しょうがねえ。 

○委員長（北川勝義君） 僕は１人でも１つじゃろう。そこは、９人じゃったら２つだけど、

８人は１つじゃろう。というので、僕は、わかるかな、言ようること。 

○委員（下山哲司君） そりゃもうしょうがねえ。 

○委員長（北川勝義君） しゃあねんじゃけど、僕前から言ようる、学校へ行くのを、桜が丘

東と磐梨中学の話じゃねんじゃけど、そればあじゃのうても、吉井町でも吉井中学校じゃのう

て赤中へ行きてえという者も、その選択さしちゃりゃあな、そういうときの指導で、言やあ、

１人しかおらんようなとこじゃのうて、こう来たら、一つのとこで間に合うというようになっ

て、するようにしたら、それには足が、物すごい遠いかったらおえんよ。ここから赤坂へ行け

え言うたらおえんけど、桜が丘の人じゃったら、東の人じゃったら、桜はこっちへ行ってもら
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えやあ、桜が丘中学校へ行ってもらやあ、１クラスか２クラスで済むのが、この磐梨へ行っ

て、今度はもう一個出るようなことをせんほうがえんじゃねえかという、そういう選べという

んじゃねんじゃけど、行政のほうも選んでもらうことで、何かせにゃおえんじゃけど、そこら

は難しいんじゃな。 

○委員（下山哲司君） 一番難しいな。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 課長。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） はい。特別支援学級につきましては、どうしてもその特別支

援学級がない学校とか、例えば知的の学級がない、それから情緒障害児学級がないという場合

には、近隣の小学校、中学校でその障害支援のある学校に行くことは可能でございます。 

○委員長（北川勝義君） だから、あっても行けというのはできんわけだな。今ある場合に、

ここへ行けというようなときに、振り分けというのは。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） はい、それは。はい。 

○委員長（北川勝義君） ここへは７人じゃって、僕はここへ８人、ここへもう一人が、こっ

ち近くじゃけん選択でここへ行ってもらやあ、８、８でいけることは無理なんじゃな。 

○学校教育課長（坪井秀樹君） 学区内にある……。 

○副委員長（松田 勲君） 基本的なクラスが……。 

○委員長（北川勝義君） ああ、もとがな。 

 はい、わかりました。 

              〔委員長交代〕 

○副委員長（松田 勲君） 他にございませんか。ないですか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○副委員長（松田 勲君） じゃあ、なければ、その他はこれで終わりますけど。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 済みません。 

○副委員長（松田 勲君） はい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防本部から、資料はありませんけど、口頭での説明をさ

せていただきたいと思いますけども、よろしいですか。 

○副委員長（松田 勲君） はい、どうぞ。はい、よろしい。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） 消防業務の近況について御報告をさせていただきます。 

 きょう現在の火災、救急の件数でございますが、火災が32件、救急件数については

1,570件、昨年同期と比べますと、かなり救急件数については多い状況でございます。昨年の

火災件数については、１年間で37件で、救急については1,669件でした。きょう現在の救急件

数が1,570件ということでございます。このままいきますと、1,700件を超えるような状況にな
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ろうかと危惧しております。 

 それから、最近の事業としまして、11月９日から11月15日まで、消すまではここの警報はオ

ンのままということで、秋の火災予防運動のほうを実施させていただきました。行事につきま

しては、山陽、桜の防火パレードを初め各種の事業のほうを、火災の撲滅を重点に実施させて

いただいたところでございます。 

 それから、新庁舎の稼働状況といいますか、運用状況について御報告させていただきたいと

思います。 

 ７月16日に業務を開始いたしまして、約４カ月余り経過した状況でございます。旧庁舎に比

べますと、庁舎だけでいいますと３倍の広さになったということで、当初その広さに戸惑いも

ありましたが、快適な環境で訓練施設、グラウンド等を有効に活用させていただきまして、現

場活動に万全を期して災害対応に備えさせていただいております。 

 接します県道の交通量が非常に多いというのが若干懸念されますが、その中で一般車両の出

入りには、多尐支障が出ている状況でございます。緊急出動には、特に問題なく活動させてい

ただいております。それに加えまして、下市交差点付近の渋滞も、緊急出動等に影響があるの

かなというふうに懸念しておりましたが、これにつきましては問題等報告を受けることもな

く、現状、正常な活動をさせていただいておるのかなというふうに思っております。 

 それから、先月の委員会で御報告させていただきましたが、デジタル無線の工事でございま

すが、先週で本署に配備します車両へのデジタル無線の機器の取りかえを完了いたしました。

今週から東出張所、それから北出張所の車両について、デジタル無線機器の取りかえを進める

予定にしております。 

 以上、簡単ですけど、御報告を終わらさせていただきます。次回からきちっと資料を用意さ

せていただきます。申しわけありませんでした。 

              〔委員長交代〕 

○委員長（北川勝義君） 説明が終わりました。報告が終わりました。 

 何か質問ありませんか。 

 僕、ちょっと質問じゃねんじゃけど、和気町の方じゃとか、それから県会議員というたら県

議の方からも物すごい言われて、赤磐市にはあねえ大きい消防署が要ったんかというて、でえ

れえのができたなあというて、悪いことは、うれしいようなええようなん言われて、県議の方

からも言われとんで。でえれえ、はあ要ったんかな言うけん、あんたら何言よんでというて話

をしたんじゃけど、物すごううれしいように思うんじゃけど、銭の使い過ぎかというて、とい

うようなことも言われてたんじゃけど、10万規模とか、いろいろありましたが、なってくる、

そのときの補助の関係もあって、ああいうふうな状態になって訓練所も要るんじゃというて話

をちょっとしたんじゃけど、今、せえで戸惑うたというぐれえ大きいんで、どねえなんで、あ

りゃあ本当は。ああ大きいのうてもえかったんかな。あのちょっと、違う違う。 
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○委員（下山哲司君） ええばあじゃ。 

○委員長（北川勝義君） ええんじゃけど、そりゃそれを皆……。 

○消防本部消防長（木庭正宏君） いや、戸惑ったといいますのが、旧庁舎から比べますとい

うことで、旧庁舎は……。 

○委員長（北川勝義君） いや、ほんで、いや、ええんで、消防長、真面目な話。あれはやっ

ぱり10万とか、拠点ぐれえするぐれえな気持ちがあったけん、市長、できたんかな。 

○消防長（木庭正宏君） 前市長の……。 

○委員長（北川勝義君） いやいやいや、じゃあけえ、今えんじゃけど、市長に、前市長であ

ろうと、今度新しい市長だって継続じゃもんな、行政は。いや、物すげえそれを言われるんじ

ゃ。言われるんで、ふうんって、まあ大は小を兹ねる言おうして、おめえ、ええかげんなこと

を言うなというて僕言われたんで、そう捉えとんのも、ちょっと一個あるんで、何らかのこと

を使うことをもうちょっと何かプラスアルファのことをすべきかなと思うて、それで思いまし

た。 

 それで、ちょっと一個、市長、これ、今回も関係ねえ、12月でも聞くつもりでねんじゃけ

ど、消防署の跡地。どうせ、あれも耐震もやっぱりあるでしょう、当然。耐震のこともあろう

し、あのまま放っとくわけにもいかん。売れる、誰か買うてくれる、何かという考えとか、そ

ういう何か働きかけとか何か、今ねんですか。どっかへ何かしてえとかというのは。せえか

ら、市の計画とかというのは。 

 市長。 

○市長（友實武則君） 消防署の跡地の利用につきましては、耐震性の有無も調査もしないと

いけませんし、これからじっくり考えていくというふうに考えております。 

 購入を希望するような話は、今のところ、私の耳には届いておりません。 

○委員長（北川勝義君） 言うてこられてねえわけじゃな。ええ場所じゃけどな。 

 ありがとうございます、要らんこと言って。 

 他にありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 他になければ、これで消防関係を終わりたいと思います。 

 続きまして、その他について入りたいと思います。 

 執行部のほうから、その他で太陽光のことをやっていただきたいと思います。よろしゅうお

願いします。 

 ちょっと休憩しようか。 

○教育次長（宮岡秀樹君） いや、入ってもらいます、すぐ。 

○委員長（北川勝義君） 休憩しょうか。ええ、休憩せんでも。 

○委員長（北川勝義君） はい、田中部長。 
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○建設事業部長兹建設課長（田中富夫君） 委員長。 

 まずもって、総務文教の常任委員会の貴重な時間をいただきましてありがとうございます。 

 赤磐市学校施設の屋根貸しによる太陽光発電事業について説明をさせていただきます。 

 赤磐市でのエネルギー政策の推進強化を図るために、赤磐市のまちづくりにスマートコミュ

ニティの視点を積極的に取り入れることとし、昨年の10月に、あかいわスマートコミュニティ

ビジョンを都市建設課のほうで作成をさせていただきました。あかいわスマートコミュニティ

ビジョンにつきましては、現在都市計画課の事業として推進を図っているところであります。

このビジョンにつきましては、市のホームページにも掲載をさせていただきますので、またご

らんをいただければと思います。 

 このたび、このビジョンの中にあります太陽光発電事業を公の施設の屋根貸しで実施したい

と考えております。小学校、中学校の屋根を検討をしてまいりました。この計画は、先週の産

業建設常任委員会で説明をさせていただきました。また、今日の総務文教常任委員会に説明を

させていただく予定にしておりましたが、産業建設常任委員会での十分な協議が調っていない

ような状況であります。したがって、まことに申しわけありませんが、本日の総務文教常任委

員会への説明をさせていただきますが、産業建設常任委員会での協議が調う状況になれば、こ

の事業を進めてまいりたいと思っております。まことに調整不足で御迷惑をおかけいたします

が、よろしくお願いいたします。 

 この事業の説明につきましては、都市計画課長の塩見より説明をさせていただきますので、

よろしくお願いいたします。 

○都市計画課長（塩見 誠君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、塩見課長。 

○都市計画課長（塩見 誠君） それでは、お手元に配付をさせていただきました資料により

まして説明をさせていただきます。 

 まず、１ページでありますが、赤磐市の学校施設の屋根貸しによる太陽光発電事業というこ

とで、今回事業者を募集いたしまして、学校施設に太陽光発電設備を設置するというような検

討のほうを行っております。これにつきましては、先ほど部長のほうから説明いたしました平

成24年に赤磐市のスマートコミュニティビジョンを策定をいたしました。これに基づいて計画

をしております。具体的には、次のページにあかいわスマートコミュニティビジョンの概要を

載せさせていただいております。 

 基本方針といたしましては、太陽光やＥＶを核に再生可能エネルギーを最大限に活用いたし

まして、エネルギーの効率的利用の構築を図りますということを基本方針といたしまして、今

下にございますように４項目のコンセプトと８つの項目の将来目標、４項目の重点施策により

まして計画書が成り立っております。 

 これに基づきまして、ちょっとまた返っていただきますが、１ページにございます、今回の
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屋根貸しにつきましては、スマートコミュニティビジョンの中で災害等への対応ということ

で、そこに資料がございますアンダーラインをつけさせていただいたところが今回の屋根貸し

の位置づけとなっておりますので、御理解いただければと思います。 

 ちょっとページ数を書いてなくて申しわけございませんが、前から３枚目をごらんいただけ

ればと思います。今回の屋根貸しの概要を載せさせていただいております。事業そのものの目

的といたしましては、そこにございますように再生可能エネルギーの普及拡大を図るととも

に、大規模災害時の避難場所である小・中学校におきまして、電力の供給を行うというもので

あります。 

 施設の貸し付けの期間といたしまして、上の段の(3)になりますが、貸付期間につきまして

は電力の固定買い取り制度に基づきまして20年間と、４番目といたしまして施設の使用料につ

きましては、全国的な先進事例を踏まえまして、年額、１平米当たり100円以上の税抜きで事

業者が提案する額という形を設定をいたしております。 

 (5)番目に、活用をなさる事業者の方が満たすべき基本的条件、いろいろ条件を列挙してお

りますが、上からの５つ目の黒いポツを見ていただきますと、災害時、実際停電等が発生した

場合には、屋根に設置いたしました太陽光を非常電源として当施設、小学校ないし中学校にな

ろうかと思いますが、施設で市が無償で使用できること。そして、次のポツであります環境学

習、環境教育等に協力をするというようなことを、事業者の方に条件としてつける予定にいた

しております。 

 具体的な公募対象施設といたしまして、下に大きい３番がございますが、基本的には、そこ

に今黒ポツで４つほど項目を載せておりますが、災害時に避難場所に指定されております市内

の小学校及び中学校、そして屋根形状をとりまして、平屋根で太陽光のパネルが設置可能であ

ります平屋根で、かつ500平米以上が確保できる施設を１つ想定しております。具体的な出力

ワット数といたしましては、そこの前に書いております50キロワット程度を目安として、市の

ほうでは想定いたしております。50キロを超えますと、キュービクルの施設が必要になりまし

て、事業者の方も負担が生じるということで、採算性、効率性を考慮した中で、50キロを一つ

の目安として想定をいたしております。 

 １ページはぐっていただきまして、一番最後のページになりますが、具体的な、先ほど説明

いたしました条件に合う小学校、中学校をピックアップしてまいりまして、５つの施設を抽出

をいたしております。そこにございます山陽小学校、山陽西小学校、山陽東小学校、城南小学

校、高陽中学校と、この５つを一つの候補として考えております。今、そこの図面に赤で四角

で書いておりますのが、現在屋根貸しをしまして太陽光設備を設置できないかということで想

定した施設を書いております。これにつきまして、今後屋根貸しにつきまして検討をし、でき

るものならしたいということで、今都市計画課のほうで検討をさせていただいている内容でご

ざいます。 
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 説明は以上です。 

○委員長（北川勝義君） 説明が終わりました。 

 委員の皆さん、何か質問はありませんか。 

○委員（下山哲司君） よろしい。 

○委員長（北川勝義君） はい、下山委員。 

○委員（下山哲司君） こういう設備をして、校舎の水処理、要するに今の防水加工が、ええ

とこは何年ももとうけど、それが修理が必要なとこといったら、年に５万円や６万円もろうて

で、金のことが負担になるようなことになったんじゃあ、プラスにならんからなあ。その辺は

どんなんかなあ、ちょっと。 

○都市計画課長（塩見 誠君） はい。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○都市計画課長（塩見 誠君） 防水工事につきましては、基本的に設置する事業者のほうに

防水工事をするように条件としてつけております。ただ、屋上全体という話ということにはな

りませんが、そこの設置した部分についての必要な防水工事はするというような形で、使用者

の条件としてつけさせていただいております。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（下山哲司君） はい、よろしい。 

○委員（澤  健君） ちょっと。 

○委員長（北川勝義君） はい、澤委員。 

○委員（澤  健君） ちょっとまだ十分わかってないんですけど、１つ、よく言われている

のはこの37.8円っていうのはあれでしょう、今年度っていう話ですよね。今から間に合うんで

すかね。今から間に合わないんだとすれば、その37.8円っていうのは崩れてくる可能性があり

ますよね。そうすると、今言われているこの100円ていう話も、また狂ってくるのかなという

気もするんだけど、その辺はどんなふうに思われてますかね。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○都市計画課長（塩見 誠君） 現在、37.8円というのが調達価格になっております。これに

つきましては、３月までの価格でございますので、４月以降、幾らか価格のほうが変動すると

思います。 

○委員長（北川勝義君） 当たり前じゃがなあ。 

○都市計画課長（塩見 誠君） 今この手続、いろいろ公募した以降も事業者さんが中国電力

との系統連係であったり、経済産業省への設備認定等が必要で、幾らか期間のほうがかかりま

すので、正直言いまして、11月に実は公募するのがぎりぎりの期限かなと考えておりました。 

○委員長（北川勝義君） いや、公募した言うたんじゃねえん。 
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○都市計画課長（塩見 誠君） いや、公募いたしておりません、まだ。 

○委員長（北川勝義君） そう言うたろ。 

○副委員長（松田 勲君） したというようなことを今言うたような気がした。 

○委員長（北川勝義君） したようなことを言うたで。 

○副委員長（松田 勲君） 公募する言うた。 

○都市計画課長（塩見 誠君） それをしたい。 

○委員（下山哲司君） したい。 

○副委員長（松田 勲君） したいって聞こえた。 

○委員長（北川勝義君） したい言うたんかな。 

○都市計画課長（塩見 誠君） ですから、この時期にちょっとできないということになりま

すと、37.8円というのが事業者さんにはちょっと無理な形になりますので、そのあたりがちょ

っと今後新しく４月以降に出ます金額で、事業者さんができるかどうかというのは、今後検討

してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） よろしいか。 

○委員（澤  健君） はい、結構です。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） 済みません、ちょっと確認なんですけど、スマート構想の中の将

来目標と戦略イメージの中にその理由づけが書いてあるんですが、その中に、屋根貸し等によ

って太陽光設備を利用した、何かあったときにライフラインの確保をするためとか書いてある

んですが、するためにはいいかなと思うんですけど、ただこれ、災害のときに、これは蓄電で

きるんですか。ただ、太陽光エネルギーをそのまま中国電力に流れるだけで、蓄電的な意味じ

ゃないんかと思うんですけど、できるんですか。できなかったら、これは通用しないんじゃな

いんかと、成り立たないと思うんですが、どんなんでしょうか。 

○委員長（北川勝義君） はい、課長。 

○都市計画課長（塩見 誠君） この屋根貸しの取り扱いにつきましては、ことし８月に経済

産業省から一つの指針が出まして、屋根貸しをした場合、その下の所有者、今回は小学校、中

学校になりますが、そこへの電力の供給ということにつきまして一つの提示が出まして、パワ

コン、直流を交流に変えるような一つの施設があるんですけど、そのパワコンから直接コンセ

ントで施設の中に災害のときには抜いてもいいということになっておりますので、だから発電

がしておる時間でしたらパワコンにコンセントを差せば、電気のほうが小・中学校にいただけ

るというようなことができますので、それを活用して災害時にしていきたいと考えておりま

す。 

○委員長（北川勝義君） 正常な蓄電器が要るか言いよんじゃ。 
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○副委員長（松田 勲君） はい、委員長。 

○委員長（北川勝義君） 松田委員。 

○副委員長（松田 勲君） だから、蓄電ができる設備はないんですね、できる設備はつくら

ないんですよね。だから、今言われてんのは、もし何か非常なときにはそれを抜いて、そこに

普通のコンセントをつけて使えるということはあるということですね。 

○都市計画課長（塩見 誠君） はい。蓄電は、現在のとこ考えておりませんので、太陽光が

発電している間のみ使えるという形になるかと思います。 

○副委員長（松田 勲君） ただ、基本的には昼間しか使わんということ、夜使えんというこ

とですね。 

○委員長（北川勝義君） そうそう、災害に意味ねえ。 

○副委員長（松田 勲君） でしょう、そういうことよね。 

○委員長（北川勝義君） ちょっとええかな。 

○副委員長（松田 勲君） はい。 

○委員長（北川勝義君） 各小学校、中学校を使いてえというて言われて、産業建設委員さん

のほうから、ちょっといろいろ問題があるからよう検討してくれえ言われたんじゃけど、まず

もって一番に、これは塩見さん、今度はまた太陽光発電やらにゃあおえん、代表者課長でやら

れるんじゃろうけど、よう考えてもらいたいのは、それは産業建設の委員会のほうじゃけど、

その所有物を持っとって管理しょんのは総務文教委員会じゃねえか。やっぱりそういうとき

に、あなたらが調整して、議長さんなり執行部に頼んで、これは新しゅう教育長もできた、副

市長もおられるんじゃから、協議して、一緒にどういうことをやるということをやらにゃおえ

んのじゃろ。ほんな、教育部局のほうが、建物は貸しません言うたらどうするんで。あなたら

の勝手できるんかな。塩見さんの建物じゃねえど、というのを１つ言いてえんだ。これからや

るときにゃ、協議を一応してもろうて、どういうことをやらにゃおえんのんじゃねえんかな。

それが第一じゃねえかな。せえで、頼んで、お願いしとることは、一切田中部長せずに、どう

いうことなら。 

 せえで、そこで聞かせてもらうんじゃけど、小・中学校で太陽光発電して上へつけちゃる

と。今何かほかのトン数がええとか産業も言よったけど、工事をしてきたとこの５つも６つ

も、吉井のとこも出とった、城南小学校やこも出とったけど、吉井中学校は出てねえけど、何

で吉井中学校は出てねんかなと思うて、城南小学校が出て吉井中学が出てねえ。何を基本で選

んだんか、公募対象施設選んだんかというのもわからんし、それからそのための耐震工事をし

たんかなあ。耐震工事は、太陽光発電を載せちゃるために耐震工事したんかな。 

 せえから、今同僚委員が言われよった、防水をしてもらうんじゃというけど、陸屋根で防水

が、ほんならこっから落ってきょうるけん、ここんとこへ防水ありゃへんで、どこでいっとる

かわからん、伝うてくるんじゃから。陸屋根やこ、全部せなんだら直りゃへんよ、防水は。ど
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こを見て防水するんかようわからん。そこらのことを確認してもらいてえんと。 

 せえから、構造計算では、その重さが載ってもつようになっとんか。僕も建築のほうへ行き

ょうたがやめたんじゃけん、帰って、やめて帰ったというのわからんですけど、構造計算、そ

ない簡単にできるんか、いろいろ変わってできるんか。 

 せえから、同僚議員も前も産建時代に、屋根は物を載すためにつくっとんじゃなかろう。安

全性はどうなっとんじゃろうかなあと思うて。 

 それから、今言う、学校が、小・中学校が学校の目的施設として目的外使用にならんのんか

な。やっぱり災害があったときに集まってきた、ここら高潮やこねえかもしれんけど、現実に

予想されてねえとこもあってようけ死んだが、東大震災でも。やっぱりこれは、いつ南海トラ

フがあってくるかも、いつどうなったときに集まれるようなとこもなかったらおえんのじゃね

えん。 

 せえから、例えば運動場がねえというような学校じゃったら、尐ねえとこじゃったら、屋

外、屋上を使用するようにすんじゃねえん。何もなかったら、あれ太陽光すんじゃったら、あ

れあんな手すりやこつけんでもええとこで、あのガードやこせんでも。いや、別に変なこと言

うんじゃのうて。今そこの学校で、小学校でいうたらついとるが。せえで、市長がいっつも専

門の危機管理には、市長、ときやこ、どっかへ避難する場合があるが。屋上避難やこねえかも

しれん、ねえと思うで、そういうことはあっちゃあおえんけど、ひょっとわからんですが。そ

ういう場合やこどうするんじゃろうかと思うて、やっぱりどねえ考えとんかなと。 

 せえから、20年間という話だけど、３月31日までできにゃあ、できんので、この金額は。そ

れを言うてきた者だけに公募してしょうる、何か特定の人だけ出しょんかなあと思うてなあ、

どうもようわからん、やり方が。 

 せえから、僕はこういうことはええと思うて、僕が一人考えるこっちゃけど、ここの小学校

の上へ、ここが対象にして載せとったと、ここが物すげえ人口がふえてきて、市長の考えや教

育、この間澤委員も言ようた、赤磐市はでえれえ教育に熱心じゃから、子育てしてえから赤磐

市へ来るというて子供がふえたとする。ふやさにゃおえんとする。それは何がふやせりょう

で、うちあるのに、太陽光20年しとんのにというて、そういうことになったときにどうせられ

るん。せえで、まして、１棟に５万円ほど年間もらよんだったら、子供のあめ玉にもならんの

じゃねえん。僕が知っとる話じゃあ、坪当たり300円じゃけどなあ。普通の山とか農地にする

の、坪当たり300円じゃ。 

○委員（下山哲司君） ここやこでえれえええ値で貸しとろう。 

○委員長（北川勝義君） １坪当たりが300円なん、今の言よんのが、今言よんのがな。 

○委員（下山哲司君） いやあ、もっと高い。 

○委員長（北川勝義君） いや、まだ前のときといったら、また今やりょんの、この３月まで

300円ぐらい言ってくれるんじゃ、原野じゃろうが何じゃろうと。何でそねえ安いん。 
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 塩見さん、何がやりてえんと言いたかった。 

 せえから、今度は、きょうはやりませんというて、今度は田中部長が最初に言うから、やら

んのを説明したり、せえからおかしげな、今度は僕のときは朝説明やめるとかというて、勝手

に交渉したもんのことをせんようにもらいてえと思う。思うというんかな、憤慨しとんじゃ、

ほんまの話が。せえで、やっぱり市がやり出して、市長部局がやり出したら、もうこれは推し

進んでやってもらわなおえんと思うんじゃ、こういうことはええというようなことで、中途半

端、撤回もそうしてもらわんでもええと思うが、何を考えとんじゃろうかなと思うんで、そこ

んとこをちょっと、もうちょっと説明してくださいよ。 

○建設事業部長兹建設課長（田中富夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） 田中部長。 

○建設事業部長兹建設課長（田中富夫君） まずもって、各委員会への説明不足、特に産業建

設常任委員会のほうではいまだ調整不足ということで、非常に御迷惑をおかけてしていること

につきましては大変御迷惑をおかけをいたしておりますので、お断りをしたいと思います。 

 まずもって、この事業の推進につきましては、先ほど言いましたように赤磐市スマートコミ

ュニティビジョンということで、既にお示しをさせていただいております。そういったこと

で、小水力であったり太陽光の利用であったり、いろいろなビジョンを持っております。そう

いったことで、再生エネルギーの活用、それから強いて言えば環境づくりと、そういったこと

を赤磐市として総合的に推進をしたいというところからスタートをしております。そういった

中で、今回の屋根貸しの事業ということで……。 

○委員長（北川勝義君） もうちょっちょっちょっとええわ、もう。ようわけわからんけん、

言ようること。 

 市長、この事業、どうせられる。これはここで今、さっきの説明聞きょうた、部長から言う

た、ようわけがわからんじゃと、産業でおえなんだけん、今度はしても意味ねんじゃとか、せ

にゃおえんじゃとか、どうのこうの言ようる、市長、結論を言うてください。小田原評定のよ

うなことを言よって、こんだけのことを言うて、反省する態度もねん、悪いんじゃったら、議

会軽視すなということを僕は言いたかったわけ。総務部長が、副委員長も知られとる、このこ

とを説明させてくれえというて言われた。ほな、きょう朝来たら、もうこれやめたけん、産業

でええ話にならんけん、ちょっとやめて、もうやめるから言うから、そんな無責任なことはな

かろうって、きょうここで言いましたが。だから、田中部長、議会軽視すなということを言よ

うるだけの話じゃからよう、委員会の軽視をな。 

 せえで、市長、どういう考えでこれするか、ちょっとまとめてください。 

 市長。 

○市長（友實武則君） 本件に関しまして、先ほど田中部長のほうからも御説明いたしました

が、まず説明が不十分で理解をいただくに至っておりません。その点については、まずもって



- 61 - 

おわびを申し上げます。申しわけございませんでした。 

 この事業については、赤磐市のスマートコミュニティビジョンの中にもありますように、環

境、そういったことを配慮したまちづくり、特にソーラー発電によるエネルギーの創生という

点では、大いに推進すべきというふうに考えております。 

 しかしながら、その前提条件となるもの、そういったものが整理がまだまだ十分にできてい

ないということで、一旦はこれを説明はいたしましたが、産業建設常任委員会等できちんと説

明ができましたら、これを再び御提案させていただきたいと思います。 

 しかしながら、先ほども委員長からの指摘もございましたように、今年度３月31日までに申

請を完了しないと売電価格が下がってしまうということもあわせて考えますと、ここでこれを

推進するかどうかということを考えるのが、最後のチャンスなのかなというふうな思いも持っ

ております。したがって、短期間ではございますが、もう一度各関係常任委員会のほうへ御説

明させていただいて、もう一度仕切り直しして、実現できるようであれば実現を目指してまい

りたいというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（北川勝義君） はい、わかりました。 

 他に質疑ありますか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） 委員さんのほうで何か言いたい意見がありましたら、その他で。 

 ありませんか。 

              〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（北川勝義君） なければ、以上をもちまして第10回の総務文教常任委員会を閉会し

たいと思います。 

 閉会に当たりまして、教育長より御挨拶をお願いします。 

○教育長（永島英夫君） 委員長。 

○委員長（北川勝義君） はい、教育長。 

○教育長（永島英夫君） 長時間にわたり慎重審議、また多くの御提言をいただきました。今

後の市政にしっかりと生かしていきたいというふうに思っています。 

 季節のほうは、あっという間に秋が過ぎ、非常に寒い冬が間近でございます。皆様におかれ

ましては、十分お体に御留意されまして、今後とも御活躍願いたいというふうにお願いし、御

挨拶とさせていただきます。 

 本日はどうもありがとうございました。 

○委員長（北川勝義君） 御苦労さんでした。 

 本日は大変御苦労さまでした。 

 これで本日の委員会を閉会いたします。 
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 御苦労さまでした。 

              午後２時17分 閉会 

 


